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新
市
誕
生 �
元
気� 
ま
つ
り
を
開
催

　

十
月
八
日
、
新
「
中
野
市
」
の
誕
生
と
市
民
全
員
が
新
た
な
る
旅
立
ち
を
祝
う
、

合
併
記
念
交
流
イ
ベ
ン
ト
『
新
市
誕
生�
元
気�
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の�
元
気�
ま
つ
り
は
、
元
気
の
出
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
新
し
い
中
野
市

が
、
二
つ
の
市
と
村
が
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
を
市
民
一
人
ひ
と
り
が
実
感
で
き
る
よ

う
、
様
々
な
催
し
に
よ
る�
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト�
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
天
に
よ
り
花
火
の
打
上
げ
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
互
い
に
交
流
を
深
め
、�
楽
し
い
元
気�
が
出
る
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
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不用品バザー
　このバザーには、市民の皆様か
ら多数の出品をしていただきまし
た。当日の収益金74,000円は、消
費者の会より市へご寄附いただい
ており、環境事業に活用させてい
ただきます。

�
農
産
物
な
ど
の
販
売
も
行
わ

　

れ
ま
し
た

▲中野実業高校ダンス同好会が来場された皆さんの前でダンスを披露
�
姉
妹
都
市
の
北
茨
城
市
が
会

　

場
で
特
産
品
を
販
売

▲浜津ヶ池公園市民センターではそば
　打ち道場 ▲男の子にはストラックアウトが大人気

▲ＳＢＣラジオで も“元気まつり” を生中継

�
ま
つ
り
を
記
念
し
て
バ
ラ
を

　

植
樹

▲バルーンアート
は小さい子ども
たちも興味津々
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３　 平成１7年11月　広報なかの

　当日は、北信濃ふるさとの森文化公園創造館周辺の野外の２つのス

テージで、次のようなたくさんのアトラクションが開催されました。

　残念ながら、雨天により計画していたアトラクションの一部は

会場を創造館内に移し、また、時間も変更されて行われました。
第１部

▲上今井諏訪社太々神楽 ▲中野西高校ダンス部 ▲中野西高校ウインドアンサンブル

▲小川ケイ音楽ステージ ▲草間日和山神社鬼獅子 ▲中野市消防団消防音楽隊

�
童
謡
・
唱
歌
を
う
た
う
夢
慧
の
コ
ン
サ
ー
ト

▲新市誕生を祝ったガーデンパーティー ▲豊田もみじ太鼓

第
２
部
雨
天
の
た
め
、
第
２
部
は
創

造
館
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲消防団ラッパ選抜チームが消防フ
ェスティバルとアトラクションの
両方でラッパ吹奏を披露

▲“元気”まつりの会場までウォー
　キングも行われました

▲まつりの先陣をきってスタートし
　た各区対抗マレットゴルフ大会

各
種
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

アト ラクション



平成１7年11月　広報なかの  ４

（
部
門
別
順
不
同
・
敬
称
略
）

自
治
功
労
者

小 
林 　

敦 （
松
川
）

　

中
野
市
議
会
議
員
と
し
て
在
職

さ
れ
、
こ
の
間
、
中
野
市
議
会
議

長
を
務
め
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

清
水　

保
雄 （
西
町
）

　

中
野
市
議
会
議
員
と
し
て
在
職

さ
れ
、
こ
の
間
、
中
野
市
議
会
議

長
を
務
め
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

中
嶋　

元
三 （
岩
船
）

　

中
野
市
議
会
議
員
と
し
て
在
職

さ
れ
、
こ
の
間
、
中
野
市
議
会
議

長
を
務
め
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

湯 
本 　

一 （
赤
岩
）

　

中
野
市
議
会
議
員
と
し
て
、
市

政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
文
化
功
労
者

伊
藤　

勇
夫 （
中
町
）

　

中
野
中
央
幼
稚
園
長
と
し
て
幼

児
教
育
の
振
興
に
努
め
、
市
政
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

木 　

功 （
西
町
）

　

中
野
市
体
育
協
会
役
員
と
し
て

社
会
体
育
の
発
展
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

荻 
原 　

勉 （
大
熊
）

　

中
野
市
体
育
協
会
役
員
と
し
て

社
会
体
育
の
発
展
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

金
井　

清
子 （
神
奈
川
県
）

　

延
徳
小
学
校
充
実
の
た
め
優
れ

た
絵
画
を
寄
附
さ
れ
、
市
政
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
野　

市
夫
（ 
東
京
都
）

　

日
本
土
人
形
資
料
館
充
実
の
た

め
多
く
の
小
幡
土
人
形
を
寄
附
さ

れ
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

手 
嶋 　

忠 （
東
京
都
）

　

芸
術
文
化
振
興
の
た
め
優
れ
た

絵
画
を
寄
附
さ
れ
、
市
政
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

宮
澤　

芳
一 （
新
保
）

　

延
徳
小
学
校
及
び
保
健
施
設
充

実
の
た
め
優
れ
た
日
本
画
を
寄
附

さ
れ
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

吉
田　

恭
子 （
東
京
都
）

　

一
本
木
公
園
充
実
の
た
め
多
額

の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市
政
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

綿
貫　

隆
夫 （
中
町
）

　

教
育
、
芸
術
及
び
文
化
振
興
の

た
め
多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、

市
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
市
政
功
労
者
・

善
行
者
表
彰
式
を
、
十
月
七
日
、

中
野
市
と
豊
田
村
の
合
併
調
印
記

念
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
、

市
政
功
労
者
が
七
名
、
市
政
善
行

者
が
六
名
で
、
い
ず
れ
も
自
治
や

教
育
文
化
な
ど
の
様
々
な
分
野
で

市
政
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
で
す
。（
旧
豊
田
村
の
功
労
者

に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊
田
村
閉
村

式
に
お
い
て
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
）

　

市
役
所
で
行
っ
た
表
彰
式
で
は
、

青
木
市
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と

り
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
市
政
功
労
者
と
市
政

善
行
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
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市
政
功
労
者

市
政
善
行
者

�
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平
成
十
七
年
度

市
政
功
労
者 
・
善
行
者
表
彰
式

功
労
者
７
名
・
善
行
者
６
名

５　 平成１7年11月　広報なかの

　市では、来年度に実施を予定している簡易耐震診断（無料）を、希望される方の把握
をするため、市内の全世帯を対象に、耐震診断についての意向確認を行います。
　今月号の「広報なかの」に挟み込んであります『簡易耐震診断意向確認票』に記入後、
三つ折りにしてのりづけし、切手を貼らずに、そのまま郵便ポストへ投函、または直接
ご持参のうえ、ご提出ください。なお、提出期限は平成17年11月30日 （水） となっており
ますので、お早めにご提出いただきますようお願いいたします。

○簡易耐震診断の対象となる住宅は、次の全てに該当するものとなります。
　・昭和56年５月31日以前に建築工事に着工された住宅（市内にある住宅のみ）
　・個人所有の一戸建ての住宅（店舗併用住宅などの併用住宅を含みますが、賃貸住宅は除きます）
　・在来工法の木造住宅（下図を参照してください）
　・木造であっても、ツーバイフォー工法（枠組壁工法） 、丸太組工法など、在来工法以外の工法
　　で建築された住宅は、簡易耐震診断の対象になりません
　・鉄筋コンクリート造、鉄骨造などの非木造の住宅も、簡易耐震診断の対象となりません

意向確認期間
問い合わせ・提出先

平成17年11月30日（水）まで＜当日消印有効＞
中野市  建設部 都市計画課 建築住宅係　�２２－２１１１（内線２７３）
　　　　豊田支所 建設課 建設係　　　　�３８－３１１１（内線１３５）

家の耐震診断 ・ 耐震補強をしましょう地震に備
えて
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「
も
み
じ
祭
り
」
を
中
野
市
合

併
記
念
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
も
み
じ
祭
り
は
、
合
併
前

も
豊
田
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
イ

ベ
ン
ト
で
、
豊
田
地
域
の
施
設
や

特
産
物
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

行
わ
れ
、
当
日
は
、
地
元
農
産
物

の
販
売
等
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
同
じ
会
場
で
、「
Ｊ
Ａ
北
信

州
み
ゆ
き
ふ
じ
祭
り
」
も
同
時
に

開
催
し
、
地
元
産
の
リ
ン
ゴ
を
用

意
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
大

勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期
日　

十
一
月
二
十
日�

会
場　

道
の
駅
ふ
る
さ
と
豊
田

主
催　

も
み
じ
祭
り
実
行
委
員
会

内
容　

●
も
み
じ
祭
り

も
ち
・
き
の
こ
汁
の
消
費
Ｐ
Ｒ
、

お
や
き
・
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
・
地
元

農
産
物
・
お
で
ん
・
焼
き
鳥
な
ど

の
販
売
、
お
や
き
・
ア
ッ
プ
ル
パ

イ
の
早
食
い
競
争
、
餅
つ
き
な
ど

の
各
種
イ
ベ
ン
ト

●
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
ふ
じ
祭
り

地
元
豊
田
産
、
蜜
た
っ
ぷ
り
の
お

い
し
い
ふ
じ
を
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

も
み
じ
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

豊
田
支
所
経
済
課
商
工
観
光
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
２
）

　

十
月
二
十
五
日
に
開
催
し
ま
し

た
選
挙
管
理
委
員
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
の

執
行
期
日
が
左
記
の
表
の
と
お
り

中野市合併記念交流イベント中野市合併記念交流イベント

『もみじ祭り』 『もみじ祭り』 開催開催

�▲
 

� ▼

前
回
行
わ
れ
た

　

も
み
じ
祭
り
の
模
様

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
執
行
期
日
が
決
定

▲平成14年10月20日執行の市議会議員一般選挙

決
ま
り
ま
し
た
。

　

明
る
く
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
２
４
）
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　１０月１日で、民生児童委員２名の
方の異動がありました。新しい担当者
と担当区域は、下記のとおりです。
　任期は、平成１９年１１月３０日ま
でです。よろしくお願いいたします。
  　
●中野地区
　松川担当区　吉岡たか子さん
　担当区域　　松川２、 ３、６～９番組
●豊田地区（上今井）
　本町担当区　神田久悦さん
　担当区域　　本町、宮横、宮裏
  
問い合わせ先　市役所厚生課厚生係
（�（22）２１１１内線２９２）

民生児童委員さん
―異動のお知らせ―

●中野平土地改良区総代総選挙

●市議会議員一般選挙

●農業委員会委員一般選挙
任期満了月日　平成18年３月31日

選挙執行期日　平成18年３月５日

選挙期日告示　平成18年２月26日

委 員 定 数　２３人

　第１選挙区（中野地域）１９人

　第２選挙区 （豊田地域） 　４人

任期満了月日　平成18年４月30日

選挙執行期日　平成18年４月23日

選挙期日告示　平成18年４月16日

議 員 定 数　２２人

任期満了月日　平成17年12月７日

選挙執行期日　平成17年12月１日

選挙期日告示　平成17年11月24日

選挙すべき総代数　３７人　

　第１選挙区　１４人　

　第２選挙区　２３人

７　 平成１7年11月　広報なかの

　

市
で
は
、「
中
野
市
環
境
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
平
成
十
六
年
度
の

環
境
の
状
況
に
関
す
る
報
告
書
と

し
て
、『
平
成
十
七
年
度
中
野
市
環

境
白
書
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
『
中
野
市
環
境
白
書
』
は
、

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
評
価
指

標
お
よ
び
施
策
に
対
す
る
進
行
状

況
を
中
心
に
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
、
そ
の
評
価
指
標
に
対
す
る
平

成
十
六
年
度
の
状
況
の
一
部
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。

※
平
成
十
六
年
度
旧
豊
田
村
に
お

い
て
実
施
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て

も
、
該
当
が
あ
る
も
の
は
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
環
境
白
書
の
内
容

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、
希
望
さ
れ

る
方
に
は
配
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nakano.nagano.jp/

city/kankyo/index.htm
l

問
い
合
わ
せ
先 
市
役
所
環
境
課
環

境
係 （��
２
１
１
１
内
線
２
４
７
）

作
成
し
ま
し
た

中

野

市

環

境

白

書

別表

※評価指標とは…
　望ましい環境像を実現するために、各施策の柱に
目標を設定しており、それに対する評価の基準とな
る目印(目標)のことです。

平成16年度の実績評価指標
すべての調査地点において、 BOD3mg/l
以下、 DO5mg/l以上を達成一般河川等水質測定

すべての調査地点において、騒音規制法に基づく
要請限度内であり、騒音に係る環境基準も達成自動車交通騒音調査

旧中野市 178件(対前年度47件増)公害苦情件数
(指導件数) 旧豊田村 11件(対前年度７件増)

旧中野市 14,960t(対前年度444t減)ごみの排出量
(資源物を含む) 旧豊田村 1,076t(対前年度75t増)

旧中野市 10.6％(対前年度0.9％減)
ごみの再資源化率

旧豊田村 18.8％(対前年度1.8％減)
572,256kg
(対前年度19,555kg増)

温室効果ガス(二
酸化炭素)排出量市役所庁

舎及び
市民会館
における

3,591,250枚
(対前年度500枚減)

コピー用紙の購入
量(Ａ４換算枚数)

61.6％
(対前年度5.2％減)紙類の再資源化率

　

第
四
十
二
回
中
山
晋
平
記
念
音

楽
賞
の
入
選
曲
が
左
記
の
表
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
の
審
査
は
、
十
月
十

九
日
、
全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
常
任

理
事
の
藤
森
章
さ
ん
と
信
州
大
学

名
誉
教
授
の
吉
本
隆
行
さ
ん
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
応
募
総
数
五
百
二

十
四
曲
の
中
か
ら
優
秀
賞
八
曲
、

佳
作
十
曲
の
合
わ
せ
て
十
八
曲
の

入
選
曲
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
秀
賞
入
選
曲
は
、
来

年
一
月
二
十
八
日�
の
入
選
曲
発

表
会
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
推
進
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
３
０
７
）

●中山晋平記念音楽賞入選曲一覧

　市では、路線バス回数券購入に際し、定価の
２割相当額を助成する制度を実施しています。
　冬期間に向けて、安全で安心な公共交通であ
るバス路線。維持確保のためにも、助成制度を
利用して、バスにお乗りください。
問い合わせ先　市役所企画情報課企画調整係
　　　　　　　（�22－2111　内線216）

中
野
市
合
併
記
念
交
流
事
業

第　

回
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞

42
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲

入
選
曲　

曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲曲
が
決
定
し
ま
し
た

111111111111111111111111111111111111111111118888888888888888888888888888888888888888888818

市町村名学校名
作詞者作曲者

曲　　　名賞　名部
門 学

年氏　名学
年氏　名

中野市中野小学校5同左5横田　寛弥空の下で優秀賞

小
学
校
の
部

〃延徳小学校5同左5小澤　七海大切な友だち〃

〃平野小学校5同左5有馬　英雄かみなりドッカーン〃

〃平野小学校5同左5高山　結衣風のダンス〃

〃平野小学校5同左5阿部　桃子夏の雨佳  作

〃平野小学校5同左5塩崎　菜穂ピアノの音って
すてきだな〃

〃平野小学校5同左5畔上　智稀嵐〃

〃平野小学校5同左5小林　美沙風のぶらんこ〃

〃平野小学校5同左5花岡　千夏友達といると〃

南木曽町読書小学校6長澤　杏菜6岩田　瑞稀together〃

中野市豊田中学校2同左2志村　ゆう福寿草優秀賞中
学
の
部 松本市清水中学校2同左2野口奈菜子春の風佳  作

諏訪市諏訪清陵高校2同左2中村　智哉ひまわり優秀賞高
校
の
部 〃〃2同左2山田　智衣笑顔で佳  作

仙台市常盤木学園
高校1同左1加藤　新平浜辺に想う優秀賞

仙
台
市
の
部

北茨城市常北中学校1同左1伊藤なつみ友だち優秀賞北
茨
城
市
の
部

〃常北中学校2同左2渡辺絵莉加心のタイムカプセル佳  作

〃中郷中学校2同左2山口　弘香空〃

※優秀賞受賞者の出身学校には、学校奨励賞を贈呈します。

�
バス回数券助成制度をご利用くださいバス回数券助成制度をご利用くださいバス回数券助成制度をご利用ください
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十
二
月
四
日
か
ら
十
日
は
「
人

権
週
間
」
で
す
。

　

人
権
は
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
ひ

と
り
が
人
権
を
お
互
い
に
尊
重
し

あ
う
と
共
に
、
守
り
育
て
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
会
に
、
あ
ら
た

め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
２
０
０
５

　

差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

　

一
人
ひ
と
り
が
人
権
の
尊
さ
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
差
別

の
な
い
明
る
い
中
野
市
を
築
く
た

め
、
差
別
を
な
く
す
市
民
集
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ

ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

十
一
月
十
八
日�

時
間　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
八

時
三
十
分

会
場　

中
野
市
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

講
師　

下
原　

隆
資
さ
ん

（
原
水
爆
禁
止
広
島
県
協
議
会
常

任
理
事
）

演
題　

「
子
ど
も
た
ち
に
未
来
を
」

―
原
爆
と
差
別
、
そ
の
中
で
生
き

て
き
た
人
た
ち
―

●
人
権
心
配
ご
と
相
談
所

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
人
権
週
間
に
あ

わ
せ
て
、「
人
権
・
悩
み
ご
と
相

談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

差
別
・
い
じ
め
な
ど
人
権
の
問

題
や
戸
籍
・
相
続
等
の
家
庭
の
問

題
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　

十
二
月
五
日�

時
間　

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

（
中
央
公
民
館
前
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
人
権
政
策
課
調
整
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
６
）

12月４日から
10日は 

人権週間 で す

▲昨年行われた 「差別をなくす市民集会」

　

新
市
の
中
心
を
流
れ
る
千
曲
川
お
よ
び
そ

の
周
辺
の
里
山
に
は
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

べ
き
貴
重
な
自
然
資
源
や
美
し
い
景
観
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

千
曲
川
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
写
真
を
募

集
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い
た

だ
い
た
作
品
の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

写
真
展
の
展
示
期
間
お
よ
び
会
場

十
一
月
二
十
一
日�
〜
十
一
月
三
十
日�

豊
田
支
所
入
口
ホ
ー
ル

十
二
月
一
日�
〜
十
二
月
十
一
日�

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�
２
１
１
１
内
線

２
４
７
）
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市

民
環
境
係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
５
１
）

千
曲
川
及
び
そ
の
周
辺
の

里
山
の
写
真
展
開
催

・
科
野
小
学
校
に
よ
る
夜
間
瀬
川
の
生

き
物
調
査
（
七
月
二
十
二
日
）

●
自
然
観
察
会

・
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
自
然
観
察
会

　

豊
井
小
学
校
協
力
（
八
月
三
日
）

・
千
曲
川
周
辺
の
野
鳥
等
の
観
察
会
＆

お
も
し
ろ
い
・
は
な
し
（
十
月
二
十

二
日
）

●
千
曲
川
及
び
そ
の
周
辺
の
里
山
の
写

真
募
集
（
八
月
か
ら
十
月
末
ま
で
）

　

こ
の
事
業
は
、
四
月
の
合
併
を
期
に
、
千
曲

川
の
自
然
を
見
直
す
と
と
も
に
、
本
市
の
自
然

が
ど
の
く
ら
い
残
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
今

後
ど
の
よ
う
に
自
然
環
境
を
保
護
保
全
し
て
い
く

か
、
検
討
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

●
各
区
の
区
長
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
各
区
の

自
然
自
慢
（
身
近
な
生
き
物
）
調
査
を
実
施
し
、

半
数
以
上
の
区
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
自
然
環
境
調
査

・
長
丘
小
学
校
に
よ
る
「
壁
田
城
山
の
カ
タ
ク

リ
の
保
全
に
つ
い
て
」
報
告
書
の
提
出
（
九

月
二
十
九
日
）　

▲ラフティングによる自然観察会 ▲夜間瀬川の生き物調査

○
○
○
今
年
度
は
次
の
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
○
○
○

  千曲川水辺・里山環境千曲川水辺 ・ 里山環境
保全対策事業について  保全対策事業について
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市
内
で
も
、
昔
か
ら
米
の
収
穫

が
難
し
い
山
間
部
を
中
心
に
、
栽

培
が
行
わ
れ
、
ど
こ
の
家
で
も
そ

ば
を
打
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ば
に
は
、
生
き
て
い
く
上
で

非
常
に
重
要
な「
タ
ン
パ
ク
質
」や
、

食
欲
不
振
や
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
を
解

消
す
る
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
」、
ま
た

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
あ
り
、

高
血
圧
や
血
管
の
老
化
な
ど
を
予

防
す
る
「
ル
チ
ン
」
な
ど
を
多
く

含
み
、
健
康
食
品
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
「
そ

ば
打
ち
教
室
」
も
人
気
を
集
め
、

家
庭
で
そ
ば
打
ち
を
楽
し
む
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
ば
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

お
店
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

市
内
に
は
地
粉
を
使
っ
た
お
店
や
、

そ
ば
打
ち
を
見
学
で
き
る
施
設
も

あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
季
節

は 「
挽
き
た
て
・
打
ち
た
て
・
茹
で

た
て
」
の
新
そ
ば
の
味
と
香
り
を

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

９　 平成１7年11月　広報なかの

　

実
り
の
秋
を
迎
え
、
こ
の
時

期
に
収
穫
で
き
る
農
作
物
の
一

つ
に
、
秋
の
「
新
そ
ば
」
が
あ

り
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
も
「
新
そ
ば
ま

つ
り
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
そ

ば
好
き
の
人
に
は
嬉
し
い
季
節

で
す
。

新
そ
ば
の
季
節
で
す
！

▲そばの花で一面の斑尾山の麓

①
永
田
小
学
校

検
出
個
所

教
室
棟
か
ら
体
育
館
棟
へ
の
渡
り

廊
下
の
天
井
裏

現
状

天
井
板
に
よ
る
完
全
な
囲
い
込
み

が
施
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

劣
化
状
態
も
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

渡
り
廊
下
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト

浮
遊
調
査
を
行
っ
た
が
浮
遊
は
認

め
ら
れ
な
い
。

対
応

定
期
的
に
渡
り
廊
下
の
ア
ス
ベ
ス

ト
浮
遊
調
査
を
行
う
。

②
消
防
団
第　

分
団
消
防
詰
所

11

検
出
個
所

消
防
団
第　

分
団
消
防
詰
所
の
建

11

物
二
階
部
分
の
天
井
裏

現
状

・
天
井
板
に
よ
り
囲
い
込
み
が
施

さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
劣

化
状
態
も
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

二
階
ベ
ラ
ン
ダ
下
二
ヵ
所
に
一

部
露
出
し
た
部
分
が
あ
る
が
、

劣
化
状
態
は
見
ら
れ
な
い
。

・
露
出
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

飛
散
を
防
止
す
る
た
め
に
シ
ー

ト
で
覆
っ
た
状
態
で
、
施
設
の

浮
遊
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

・
消
防
団
詰
所
へ
の
立
入
を
禁
止

に
し
、
消
防
団
第　

分
団
消
防

11

詰
所
を
北
永
江
消
防
器
具
置
場

へ
移
動
し
た
。

対
応

浮
遊
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
対
応

を
検
討
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�

２
１
１
１
内
線
２
４
７
）

　

平
成
十
八
年
度
に
設
置
予
定
の

「
中
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
運
営
に
関
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
中
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
域
住
民
の
心
身
の
健
康
維
持
、

生
活
の
安
定
、
保
健
・
福
祉
・
医

療
の
向
上
と
増
進
の
た
め
に
必
要

な
援
助
、
支
援
を
包
括
的
に
担
う

地
域
の
中
核
機
関
と
し
て
設
置
し
、

運
営
す
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

応
募
資
格
・
募
集
人
員

・
市
内
に
住
所
（
住
民
登
録
済
）

　

を
有
す
る
方

・
四
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
の

　

方
二
名
お
よ
び
六
十
五
歳
以
上

　

の
方
二
名

※
年
齢
に
つ
い
て
は
平
成
十
七
年

十
一
月
一
日
現
在
の
満
年
齢
と
し

ま
す
。

募
集
期
限　

十
一
月
十
八
日�
午

後
五
時
（
必
着
）

任
期　

平
成
十
七
年
十
二
月
（
委

嘱
す
る
日
）
か
ら
二
年
間

応
募
方
法　

「
い
き
い
き
と
高
齢
期
を
過
ご
す

た
め
に
」
の
考
え
を
四
百
字
以
内

（
用
紙
は
問
い
ま
せ
ん
）
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明

記
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉

係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
６
）

ま
た
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
福

祉
係
（��
３
１
１
１
内
線
１
４
３
）

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
は
…

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す

　

市
所
有
の
二
百
二
十
九
施
設
を
対
象
と
し
て
、
設
計
図
面
に
よ

る
確
認
及
び
目
視
等
に
よ
り
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
使
用
実

態
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
昭
和
五
十
六
年
度
以
前
に
建
設
さ
れ
た
施
設
で
、

使
用
が
疑
わ
れ
る
六
施
設
が
判
明
し
た
た
め
、
検
体
検
査
を
実
施

し
、
永
田
小
学
校
と
消
防
団
第　

分
団
消
防
詰
所
で
検
出
さ
れ
ま

11

し
た
。
そ
の
他
、
目
視
等
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
確
認
が
難
し

い
十
八
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
念
の
た
め
検
体
検
査
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
○
検
出
さ
れ
た
施
設
の
現
状
と
対
応
○
○

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
有
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

及
び
検
査
結
果
に
つ
い
て
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こ
れ
か
ら
の
中
野
市
を
担
う
青

少
年
が
、
社
会
に
お
け
る
自
ら
の

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
豊
か
な

情
操
と
創
造
性
を
養
い
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

市
民
全
員
の
願
い
で
す
。

　

青
少
年
の
育
成
に
際
し
、
大
人

が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
関
係
団
体

・
機
関
が
連
携
を
取
り
、
有
害
環

境
の
浄
化
や
健
全
な
家
庭
づ
く
り

の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
よ
り
広
く
市
民
の

関
心
を
高
め
、
青
少
年
健
全
育
成

運
動
の
一
層
の
推
進
を
は
か
る
た

め
、
中
野
市
青
少
年
健
全
育
成
推

進
市
民
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

伸
び
よ
う　

伸
ば
そ
う

青
少
年

期
日　

十
一
月
二
十
七
日�

時
間　

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

会
場　

中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室

主
催　

第
一
回
中
野
市
青
少
年
健

全
育
成
推
進
市
民
集
会
実
行
委
員
会

主
管　

中
野
市
、
中
野
市
教
育
委

員
会
、
中
野
市
少
年
育
成
委
員
会
、

中
野
市
青
少
年
健
全
育
成
会
連
絡

協
議
会

内
容　

栗
和
田
子
ど
も
獅
子
神
楽

の
会
・
平
岡
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
・
中
野
平
中
学
ロ
ボ
コ
ン

部
・
松
川
保
育
園
・
中
野
高
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
各
活
動
の
発
表
、

「
明
る
い
家
庭
・
地
域
を
築
く
た

め
の
作
文
」
入
選
者
表
彰
及
び
優

秀
作
品
の
発
表
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
推
進
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
３
０
７
）

　

中
野
市
農
業
協
同
組
合
と
市
内

農
薬
販
売
店
で
は
、
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
を
推
進
す
る
た

め
、
不
要
と
な
っ
た
農
薬
・
期
限

切
れ
農
薬
・
農
薬
の
空
き
瓶
・
空

き
容
器
の
一
斉
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

不
要
と
な
っ
た
農
薬
は
購
入
し

た
方
の
責
任
で
適
正
に
処
理
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
不
要

な
農
薬
の
一
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

事
前
に
申
込
書
の
提
出
が
必
要
！

　

回
収
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

申
込
用
紙
は
市
役
所
農
政
課
・

豊
田
支
所
経
済
課
・
Ｊ
Ａ
中
野
市

営
農
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
内
農
薬

販
売
店
に
あ
り
ま
す
の
で
必
要
事

項
を
記
入
し
、
十
一
月
三
十
日�

ま
で
に
市
役
所
農
政
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｊ
Ａ
中
野
市
組
合
員
の
皆
さ
ん

は
、
Ｊ
Ａ
が
配
布
し
て
い
る
申

込
用
紙
に
よ
り
Ｊ
Ａ
中
野
市
各

支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
期
日　

十
二
月
十
二
日�

回
収
時
間　

午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

回
収
場
所　

Ｊ
Ａ
中
野
市
営
農
セ

ン
タ
ー

回
収
料
金
（
消
費
税
別
）　

不
用
農
薬　

３
０
０
円
／
㎏

空
容
器　
　

４
５
０
円
／
㎏

回
収
対
象

・
紙
袋
入
り
農
薬 （
粉
剤
、
粒
剤
） 等

・
ア
ル
ミ
・
ビ
ニ
ー
ル
入
り
農
薬

　

（
水
和
剤
）
等

・
ポ
リ
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
ビ
ン
入
り

　

農
薬
（
液
剤
・
乳
剤
）
等

※
次
に
挙
げ
る
特
殊
な
農
薬
回
収

　

は
、 
別
途
対
応
し
ま
す
の
で
、

　

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
水
銀
お
よ
び
水
銀
化
合
物
を
含

む
農
薬
②
臭
化
メ
チ
ル
③
ク
ロ
ル

ピ
ク
リ
ン

回
収
方
法　

各
自
で
回
収
場
所
へ

直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
等
に
入
れ
、
農

薬
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

・
農
薬
は
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
量
が
多
い
場
合
は
、
分
別
ご
と

に
箱
詰
め
し
て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
委
任
状
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
農
政
課
振
興
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
５
３
）
▼
豊
田
支

所
経
済
課
農
政
係
（�
�
３
１
１

１
内
線
１
２
４
）
▼
Ｊ
Ａ
中
野
市

営
農
セ
ン
タ
ー （�
�
３
３
９
３
）

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬
農
薬
の
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
回
収
を

       
行
い
ま
す

不
要
な
農
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

第
１
回
中
野
市
青
少
年

健
全
育
成
推
進
市
民
集
会

　県では、堆肥等を活用した土づくりと化
学肥料・化学農薬の低減を一体的に行う農
業者に対して「エコファーマー」として認
定を行っています。
　市では、環境保全型農業と安全・安心な
農産物の生産の推進を図るため、北信農業
改良普及センターの職員を講師に「エコフ
ァーマー」の認定取得に関する講習会を開
催します。
　受講を希望される方は、市役所農政課ま
でお申し込みください。
※ 講習会の詳細については、申し込まれた
　方に後日連絡いたします。

募集対象　中野市内に在住で、環境保全型
　　　　　農業に関心のある農業者
申込期限　１１月２５日�まで

申し込み・問い合わせ先

市役所農政課振興係（�（22）２１１１内
線２５３）

エコファーマー
講 習 会
受講者募集

▲昨年の活動発表の模様
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市
で
は
、
幹
線
道
路
で
の
空
き

缶
等
の
ポ
イ
捨
て
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
防
止
用
の
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
近
年
、
老
朽
化
に

よ
り
色
あ
せ
等
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
ポ
イ
捨
て
防
止
看
板
の

図
案
の
募
集
を
し
、
応
募
作
品
九

十
三
点
の
中
か
ら
、
新
し
い
看
板

の
図
案
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

選
考
は
、
九
月
二
十
九
日
に
行

わ
れ
、
別
表
の
皆
さ
ん
が
入
選
さ

ポ
イ
捨
て
防
止
看
板
の

ポ
イ
捨
て
防
止
看
板
の

図
案
が
決
定

図
案
が
決
定

�
別
表　

ポ
イ
捨
て
防

　

止
看
板
入
選
者

▲優秀賞作品

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

ス
キ
ー
靴
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

靴
は
、
こ
れ
ま
で
「
埋
立
ご
み
」

と
し
て
収
集
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
「
可
燃
ご
み
」
と
し
て

扱
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
靴
は
、
素
材
の
ほ

と
ん
ど
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ

り
、
容
量
が
か
さ
ば
る
こ
と
や

埋
立
地
を
延
命
す
る
た
め
に
、

分
別
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

付
属
の
金
属
類
が
あ
り
ま
す

が
、
搬
出
す
る
際
は
、
金
属
類

を
取
り
外
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
初
め
に
お
配
り

し
ま
し
た
「
ご
み
の
品
目
別
分

別
表
」 の
八
ペ
ー
ジ
中
、「
ス
キ

ー （
靴
）」 お
よ
び「
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド （
靴
）」 の
分
類
区
分
を「
埋
立

ご
み
」 か
ら 「
可
燃
ご
み
」 に
訂

正
し
て
い
た
だ
き
、
収
集
回
数
は

週
三
回
と
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
環
境

課
衛
生
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
２
４
５
）
ま
た
は
豊
田
支
所

市
民
環
境
課
市
民
環
境
係
（�

�
３
１
１
１
内
線
１
５
１
）

ス
キ
ー
靴
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
靴
の

ス
キ
ー
靴 
・ 
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
靴
の

分
別
が
変
わ
り
ま
す

　

保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
事
業

者
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

保
管
等
の
状
況
を
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
届
出
書
は
、
保
管

す
る
全
て
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
が
完

了
す
る
ま
で
、
毎
年
度
提
出
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
等
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.nagano.jp/seikan/haiki

butu/pcb/pcb.htm

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
衛
生
係
（�
�
２
１
１
１

内
線
２
４
５
）
ま
た
は
北
信
地
方
事
務
所

生
活
環
境
課
（�
�
０
２
０
２
）

ＰＣＢ廃棄物を保管する
事業者は届出が必要です

氏　　名小学校・学年各　賞

篠原千晶さん平岡小学校６年東組最優秀賞

畔上紗貴さん
小林美沙枝さん

南宮中学校３年２組
　　　　　３年５組

優 秀 賞
 （２名合作）

武田すみれさん倭小学校５年金    賞

高山直樹くん長丘小学校４年金　　賞

れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
看
板
は
、
最
優
秀
作
品

と
優
秀
作
品
の
両
面
で
作
成
さ
れ
、

年
内
中
に
長
丘
バ
イ
パ
ス
等
に
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
生
活
環
境
を
自

分
た
ち
の
手
で
守
る
た
め
、
ポ
イ

捨
て
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
衛
生
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
４
５
）

▲最優秀賞作品

� ▲
� ▼

新
し
く
決
ま
っ
た
デ
ザ
イ
ン

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
は
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
の
こ
と
で
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器

に
は
、 高
圧
ト
ラ
ン
ス
、 高
圧
コ
ン
デ
ン

サ
、
照
明
用
安
定
器
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、昭
和
四
十
九
年
に
製
造
や
使

用
が
禁
止
さ
れ
、こ
れ
ら
の
電
気
機
器
の

使
用
を
終
了
し
、保
管
に
切
り
替
え
た
時

点
で
、
そ
の
電
気
機
器
は
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
」
と
な
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
、
現
時
点
で
は
処
理
を

行
う
業
者
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、 保
管
基
準
に

沿
っ
て
適
切
に
保
管
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　皆さんの調査票は、厳重な管理の下、集計中です。
　年内には、調査の速報として日本の人口が明らか
になります。

国勢調査
ご協力ありがとう

ございました

 「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
」と
は
…
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公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす公表します 

１　職員の任免と職員数に関する状況
①部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　     （各年４月１日現在）

対前年
増減数

職　　員　　数
部　　　門 平成17年平　成　16　年

中野市計旧豊田村旧中野市
△2  5  7 2  5議会

一般行
政部門

△4 84 8818 70総務企画
0 25 25 3 22税務
214914718129民生
△3 30 33 6 27衛生
0  3  3 0  3労働
3 29 26 5 21農林水産
2 12 10 2  8商工
△5 40 45 5 40土木
△737738459325小　計
△2 57 5910 49教育特別行

政部門 △2 57 5910 49小　計
△1 16 17 2 15水道

公　営
企業等
会計部門

△3 18 21 3 18下水道
△6 14 20 6 14その他
△10 48 5811 47小　計
△1948250180421合　　計

増減理由：民生、農林水産、商工部門の事業推進等の強化のため増員した他は、
　　　　　合併による事務の効率化により減員しました。
 （注） 職員数は、一般職に属する職員。地方公務員の身分を持つ休職者、派遣職員
　　等を含み、臨時及び非常勤職員を除きます｡

退職者数採用者数区　分
－1中野市
12－旧中野市
6－旧豊田村

②採用職員と退職職員
(注)採用者数はＨ17.４.１の採用者数であ
り、退職者数は、平成16年４月１日
から平成17年３月31日の期間の退
職者数です。

２　職員の給与の状況
①人件費と職員給与費の状況
(ア)人件費の状況(平成16年度普通会計決算)

人件費率
(B/A)人件費(B)歳出額(A)

住民基本台
帳人口
(年度末)

区分

21.33,131,40714,717,65043,065旧中野市

23.1  909,608 3,939,080 5,001旧豊田村

(注)人件費には特別職に支給される給料、報酬を含みます。

(イ)職員給与費の状況　　                　(平成17年度普通会計予算)

(注１)職員手当には､退職手当を含みません。
(注2)給与費は当初予算に計上された額です。

共済費
１人当たり給与費
(B／A)

給　与　額職員数
(A) 計　(B)うち期末･勤勉手当職員手当給料

425,9485,8932,504,774659,290854,4071,650,367425

②職員の平均給料 ・ 給与月額と平均年齢の状況
(平成17年４月1日現在)

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

平均年齢平均給料月額職種

40.7319,600一般行政職
円 歳

③職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

経験年数
35年以上

経験年数
30年～35年
未満

経験年数
25年～30年
未満

経験年数
20年～25年
未満

経験年数
15年～20年
未満

経験年数
10年～15年
未満

初任給採用職種

433,600433,400411,200366,700336,100290,800170,700大学卒一般行
政職 434,700398,500383,000338,200284,600237,700138,800高校卒

円 円 円 円 円 円 円

④職務上の地位別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成17年４月１日現在)
計９級８級７級６級５級４級３級２級１級区　分

参事幹部　　長
参　　事

課　　長
次　　長
室　　長

課長補佐
主　　幹
技　　幹

係　長
副主幹
副技幹

主　　査
主任主事
主任技師

主　事
技　師

主　事
技　師

主事補
技師補

標準的な
職務内容一般行

政　職 3059193042466468189職員数(人)

100.03.06.29.813.815.121.022.35.93.0構成比(％)

⑤職員手当の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成17年４月１日現在)
勤勉期末期末・勤勉手当　　
0.7月分1.4月分６月期
(0.9月分)(1.2月分)(特定幹部職員)
0.7月分1.6月分12月期
(0.9月分)(1.4月分)(特定幹部職員)
1.4月分3.0月分合　計
(1.8月分)(2.6月分)(特定幹部職員)

※職務上の段階、職務の級等により加算措置有

勧奨定年自己都合退職手当　　　　　
27.3月分21.00月分勤続20年
42.12月分33.75月分勤続25年
59.28月分47.50月分勤続35年
59.28月分59.28月分最高限度

退職時特別昇給　　なしその他特例
※その他、住居手当、通勤手当、管理職手当、寒冷地手当、扶養手当、
日宿直手当、時間外勤務手当、特殊勤務手当等があります。

⑥特別職の報酬などの状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成17年４月１日現在)

期末手当支給割合給料月額等区　　分給料月額等区　　分

 ６月期　　1.6月
 12月期　　1.7月　　計　3.3月分
 ※期末手当支給額算出時に給料・報
 　酬額に100分の40の加算措置有

413,000議　　　長890,000市　　　長
343,000副　議　長726,000助　　　役
315,000議　　　員646,000収　入　役
(131,000)(旧豊田村選出議員)622,000教　育　長

円円

人 千円 千円 ％

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　職員の勤務時間は１日８時間、週40時間であり、原則、始業時間が午前８時30分、終業時間が午後５時15分です。
　また、休暇等の種類には、年次休暇、療養休暇、ボランティア休暇、特別休暇(公民権の行使、職員の結婚・出産、忌引等)、
介護休暇、組合休暇、育児休業があります。なお、年次休暇の取得状況及び育児休業の取得状況は次のとおりです。
①年次休暇取得状況　　　　　　　　　　　　　　　 ②育児休業の取得状況　　　　　　　　　(平成16年度)

(注)年次休暇の平均取得日数は、平成16年１月１日
から12月31日までの一人当たりのものです。
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人

平均取得日数区　分
－中   野   市
7.6旧 中 野 市
8.8旧 豊 田 村

取得期間取得者数
区　分

６ヵ月超え1年以下女男
770旧中野市
220旧豊田村

人 人

４　職員の分限と懲戒処分の状況
　分限処分者数及び懲戒処分者数　　　　　　(平成16年度)

○分限処分
　職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる処
　分で公務能率の維持を目的としてなされます。
○懲戒処分
　職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、
　公務における規律と秩序を維持することを目的としてなされます。

懲戒処分者分限処分者区　分
小計戒告減給停職免職小計降格降任休職免職

3210010010旧中野市

3300000000旧豊田村

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

５　職員の服務の状況
　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務遂行しなければいけません。
　職務の遂行にあたって職員が守るべき義務は次のとおりです。
　　①職務命令等に従う義務　②信用失墜行為の禁止　③守秘義務　④職務専念義務　⑤政治的行為の制限　⑥争議行為等の禁止
　　⑦営利企業等の従事制限

６　職員の研修と勤務成績の評定の状況
　①研修開催状況　　　　　　　(平成16年度)

その他研修独自研修区　分
59141,14416旧中野市

822584旧豊田村

件 人 件 人

※受講者数は、のべ人数です。

平成17年度研修計画

内　              容区　分
新規採用職員研修、市長とのフリートーキング、FISHセミナー、市民満足度向上
研修、人権教育研修、交通安全講習、対人関係能力向上研修(保育士研修)、コンプ
ライアンス研修、管理職研修、中堅職員体験研修

独自研修

行政管理研修、主査研修、管理者研修、財務会計事務研修、税務職員新任研修、行
政企画力研修、JST指導者養成研修、一般行政職員研修、新規採用職員研修、中堅
行政職員研修、政策法務研修、行政事務情報化研修、専門実務研修、政策実務研修

市以外が主催
する研修会

②勤務成績の評定の状況
　現在制度化はしていませんが、これからの分権型社会の担い手にふさわしい職員の育成と新たな勤務実績に基づく昇給制度
の導入に向けて、18年度を初年度とする人事評価制度を検討しています。

７　職員の福祉と利益の保護の状況
　①公務災害等の概要
　　公務上、通勤途上の災害により、負傷等または死亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一定の補償が行われます。
　②福利厚生制度
　　職員の福利厚生制度として、地方公務員法第42条の規定に基づき、中野市職員互助会を設置し各種事業を実施しています。
　　この互助会は、職員からの会費と市の補助金などで運営されています。
　　また、職員の共済制度は、地方公務員等共済組合法に基づき、職員と市において分担・拠出する財源により、厚生年金、国
　民年金、健康保険及び国民健康保険と同様の社会保険制度です。

８　その他市長が必要と認める事項
　平成17年度中に平成22年4月1日を目途とした新たな「定員適正化計画」を策定することとしています。

嘱託･臨時職員の状況
　①嘱託員･臨時職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成17年４月１日現在)

職員数区　分 その他小・中学校関係保育園関係
771975171嘱 託 員
627131164臨時職員

人 人 人 人

②報酬及び賃金について　(平成17年度)
　(１)　嘱託員報酬月額
・統括的な事務及び管理を行う事務局の長及び施設の長　184,300円
・教諭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　173,100円
・指導員、保健師、学芸員、児童厚生員、相談員　      156,300円
・保育士、栄養士　　　　　　　　　　　　　　　　　　140,800円
・運転業務、調理技師、施設等の維持・管理業務、一般　136,400円
・割増報酬　勤続期間に応じて６月及び12月に1.0月分以内の割増報
　　　　　　酬を支給しています。

　(２)　臨時職員賃金　　　(1時間当たり)
・一般事務、学校事務、図書事務、施設等の維持管理業務 　735円
・調理技師、指導員　　　　　　　　　　　　　　　　　 　748円
・保育士、児童厚生員　　　　　　　　　　　　　　　　 　760円
・長時間保育士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　947円
・通勤手当　　　　　　　　　２km以上５km未満　 　１日150円
　　　　　　　　　　 　　　 ５km以上　 　　　　　 １日200円
・年末一時金　勤続期間に応じて12月に1.0月分以内の年末一時金
　　　　　　　を支給しています。
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各
地
区
区
長
会
、
保
健
補
導
員

会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
各
地
区
で

 「
健
康
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
十
二
地
区
で
実
施
し
、
約

九
百
二
十
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

健
康
ま
つ
り
で
は
運
動
の
必
要

性
や
歩
く
効
果
、
さ
ら
に
正
し
い

歩
き
方
を
実
際
に
各
地
区
の
中
を

歩
き
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、保
健
補
導
員
会
に
よ
る「
の

び
の
び
健
康
体
操
」
や
血
圧
測
定

友
の
会
に
よ
る
血
圧
測
定
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

歩
く
こ
と
は
、
全
身
の
筋
肉
を

使
う
理
想
的
な
有
酸
素
運
動
で
す
。

ま
た
、
場
所
や
時
間
を
選
ば
ず
手

軽
に
で
き
る
健
康
法
で
す
。
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
毎
日
の
生
活
の
中
に

取
り
入
れ
、
運
動
不
足
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
。

レレ
ッッ
ツ
ス
タ
ー
ト
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

ツ
ス
タ
ー
ト
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

各
地
区
で
健
康
ま
つ
り
開
催

    
各
地
区
で
健
康
ま
つ
り
開
催

　

い
き
い
き
健
診
の
目
的
は
病

気
の
発
見
だ
け
で
な
く
、
よ
り

自
分
の
身
体
を
良
く
知
り
、
病

気
を
未
然
に
予
防
す
る
た
め
の

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る
と
い

う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

受
け
た
だ
け
で
安
心
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
く
、
健
診
の
結

果
で
異
常
が
出
た
人
は
、
必
ず

日
頃
の
生
活
習
慣
の
偏
り
が
出

て
い
る
た
め
で
す
の
で
、
早
め

に
医
師
や
保
健
師
・
栄
養
士
等

の
相
談
を
受
け
生
活
習
慣
の
改

善
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

異
常
が
な
か
っ
た
人
も
今
後
の

生
活
習
慣
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

い
き
い
き
健
診
は

   
自
分
の
健
康
管
理
の
第
一
歩

〜
活
用
し
て
こ
そ
自
分
の
た
め
に
な
り
ま
す
！
〜

▲のびのび健康体操の様子

▲血圧測定の様子

▲ウォーキングの様子
（手軽にできる健康法のウォーキングを実践しましょう）
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平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
現

在
の
旧
中
野
市
・
旧
豊
田
村
の
合

計
（
以
下
同
じ
）
人
口
は
四
万
八
、

〇
六
六
人
で
、
こ
の
う
ち
国
民
健

康
保
険
加
入
者
は
二
万
一
、
〇
五

二
人
（
加
入
率
四
三
・
八
％
）
で

す
。
ま
た
、
総
世
帯
数
は
一
万
五
、

一
一
七
世
帯
で
、
国
民
健
康
保
険

加
入
世
帯
は
九
、一
〇
六
世
帯（
加

入
割
合
六
〇
・
二
％
）
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
内
訳

は
、
一
般
被
保
険
者
が
一
三
、
三

九
〇
人
（
六
三
・
六
％
）、
退
職

被
保
険
者
等
が
二
、二
八
八
人（
一

〇
・
九
％
）、
老
人
保
健
医
療
該

当
者
が
五
、
三
七
四
人
（
二
五
・

五
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
決
算
は
四
月
一

日
の
合
併
に
よ
り
、
三
月
三
十
一

日
で
打
ち
切
り
決
算
と
な
り
ま
し

た
が
、
仮
に
例
年
ど
お
り
の
出
納

整
理
期
間
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て

算
出
す
る
と
、
主
な
保
険
給
付
費

は
、
療
養
給
付
費
一
般
分
が
約
一

八
億
五
、
〇
四
四
万
円
、
退
職
者

分
が
約
五
億
五
、
六
一
〇
万
円
で

す
。
高
額
療
養
費
で
は
、
一
般
分

が
約
一
億
九
、
二
五
三
万
円
、
退

職
者
分
が
約
五
、
六
二
九
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
等

は
十
七
万
二
、
七
四
三
円
で
平
成

十
五
年
度
の
十
五
万
九
、
七
七
一

円
に
比
べ
一
万
二
、九
七
二
円（
八

・
一
％
）
の
大
幅
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
は
基
金
か
ら
約

三
億
二
、
〇
七
六
万
円
を
取
り
崩

し
た
た
め
、
基
金
残
高
が
約
一
億

三
、
七
七
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
基
金
か
ら
ほ
ぼ
全
額

を
取
り
崩
す
見
込
み
で
す
。

　

今
後
も
医
療
費
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
財
政
は
、
近
年
に
な
い
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
財
政
危
機
を
乗
り

切
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の

収
納
率
向
上
と
成
果
の
上
が
る
滞

納
者
対
策
、
健
康
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
中
野
市
国
民
健
康
保
険

だ
け
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
国
民
健
康
保
険
が
抱
え
る
構

造
的
な
問
題
点
を
改
善
す
る
た
め
、

「
医
療
保
険
制
度
改
革
」
が
平
成

十
八
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
の
状
況

283,207
292,567 289,868 292,640

326,496
67,80970,659

70,394

63,137
62,026

260,000

270,000

280,000

290,000

300,000

310,000

320,000

330,000

12 13 14 15 16 58,000

60,000

62,000

64,000

66,000

68,000

70,000

72,000
一人当たり医療費の推移 一人当たり国保税調定額の推移 円円

年度
（注） 「医療費」は、医療機関等へ支払った金額ではなく、治療等にかかった全ての金額です。

各年度末における基金保有額の推移千円

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000 547,265 531,594
457,031457,031 457,930457,930

137,704

12 13 14 15 16 年度

平成17年度　県内18市の国保税率の状況
（平成17年４月１日）

介　　　護　　　分医　　　療　　　分

応　益　割応　能　割応　益　割応　能　割

平等割
(円)

均等割
(円)

資産割
(%)

所得割
(%)

平等割
(円)

均等割
(円)

資産割
(%)

所得割
(%)

4,6365,3164.381.5719,84317,98622.197.2518市平均

2,4004,0002.000.7516,50014,50022.006.00中野市

5,4006,720－2.3017,88016,080－7.20長野市

4,4403,960－1.6022,20018,000－9.00松本市

5,0005,0003.002.0020,00020,00023.007.70上田市

4,1005,3007.601.0219,50018,50025.007.20岡谷市

6,8006,8003.002.1021,00019,00010.006.50飯田市

3,4003,9007.501.1218,50016,00032.007.40諏訪市

4,7006,2003.001.8024,50022,00015.009.00須坂市

4,7006,2003.001.8024,50022,00015.009.00小諸市

5,6007,0005.002.0023,50021,50015.007.00伊那市

5,0005,6007.002.1917,10015,20024.006.75駒ヶ根市

5,3005,3004.001.4619,60017,36026.007.37大町市

3,9004,9005.301.5018,80015,90038.007.40飯山市

4,5005,2004.701.2518,50017,50019.006.90茅野市

5,6006,2003.501.5021,10020,20018.007.30塩尻市

5,0006,0005.001.8017,00016,00024.006.50千曲市

3,6003,4003.000.9018,00016,00016.006.10佐久市

4,0004,0003.501.1019,00018,00033.006.10東御市



　10月22日、野鳥観察会が千曲川周辺において、約30
名の方々が参加して開催されました。
　周辺の野鳥を確認しながら、千曲川の水辺周辺まで
行き、観察を行いました。ヤマセミ、トビ、など22種
類の野鳥が観察できました。参加者からは鳥の大きさ
に驚いたり、いろいろな野鳥が確認できたなどの声が
きかれました。場所を移して講師の山上孝夫さんから、
「野鳥のおもしろいはなし」もお聴きしました。

千曲川周辺の野鳥観察会
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　10月20日、豊田人権センターにおいて、“軽度発達障
害の理解と支援”というテーマで「人権教育講座」を
開催しました。当日は、講師に教育カウンセラーの山
田富佐子さんと療育コーディネーターの湯本真咲さん
をお招きし、「家庭・学校・地域で連携しながら、一
人ひとりを理解し、個々にあった支援をみんなで考え
ていきましょう」と語っていました。

▲千曲川の水辺でいろいろな野鳥を観察しました

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききでき

▲軽度発達障害について正しい理解を深めました

　「中野市におけるごみ減量化への提言」を演題に、10
月27日、環境を考える講演会を開催しました。講師に
は、長野県ごみ減量アドバイザーの佐藤千枝さんをお
迎えし、お住まいである東御市のごみ減量化の取り組
みなどを、詳しくお話していただきました。
　また、この講演会に先立ち、平成17年度ポイ捨て防止
看板の図案募集で、最優秀賞と優秀賞、そして金賞２作
品に入選された皆さんの表彰式も併せて行われました。

環境を考える講演会

人権教育講座
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�里わの火影も 森の色も 田中の子路を たどる人も
　蛙のなくねも かねの音も さながら霞める 朧月夜
　
　これは日本人の幼き日の郷愁、唱歌「朧月夜」の２
番の歌詞です。そしてモデルになった鐘の音は、中野
市北永江の「真宝寺」の鐘だったのです。作詞は高野
辰之、曲は岡野貞一で、大正３年６月に『尋常小学校
唱歌（６）』に選定されています。唱歌の「故郷」「春
の小川」「紅葉」など、多くの作詞をなされた高野先
生の生家の近くのお寺です。先生は少年時代から、こ
の雲高く水清いふるさとの鐘の音もこよなく愛してい
らしたようです。

 「 朧 
おぼろ

 月  夜 」 の鐘は 北永江 「真宝寺」
づき よ

ふ る さ と レ ポ ー タ ー   だより
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なかの Ｅ  ｂ ｅ  ｓ ａ

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと

　10月15日、なかのＥｂｅｓａ～谷街道・草津街道ヒ
ューマンクロス～が中野陣屋・県庁記念館周辺で、な
かのＥｂｅｓａ実行委員会の主催により開催されました。
　このイベントは、「観る」「買う（市）」「食べる」「楽
しむ」の４つを柱に、九斎市、ＴＨＥ☆若者まちなか
音楽会、古典音楽と舞踊のひとときなど、多くの催し
が行われました。また、10月５日から開催の『信州中
野七街道景観展』にも多くの方が訪れていました。

新市誕生“元気”まつり

今月の表紙

　10月８日に開催した「新市誕生“元気”まつり」。
　その中でも大人気だった、売れ農戦隊「もっとウ
レンジャー」。『売れ農戦隊』とは、中野市の特産物
をＰＲする 「売れる農業推進事業」にちなんでいます。
　もっとウレンジャーの 「りんごレッド」 「巨峰ブルー」
 「えのきイエロー」 「アスパラグリーン」「ももピンク」
は、代表的な市の農産物にちなんで名づけ、輸入農産
物などにも負けず、中野市の特産をより広く皆さんに
知っていただくため、誕生したヒーローたちです。

健康のお話と癒しの音楽
　10月10日、「健康のお話と癒しの音楽」が豊田文化セ
ンターで開催されました。
　これは、新市誕生を祝い両地域の皆さんが交流を深
められるよう、「ふるさとコーラス」と「ハーモニー」の
皆さんが手づくりでイベントを企画し、行われたもの
です。
　当日は、実践健康教育士の中嶋研二先生から『本当
の美しさ（健康）を求めて』と題し、「自分の体質に合っ
た食事を摂ることで健康につながる」と講演いただき、
癒しの音楽では、ふるさとコーラスとハーモニーの皆
さんによる合唱・合奏が行われ、癒されるひと時を過
ごしました。

▲小学生と中学生の４人グループもダンスを発表

▲独特なインドの踊りが披露されました

▼会場に響き渡った癒しの音楽

え　　 べ　　 　さ

▼経験に基づいて、わかりやすく語っていただきました
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 竹原神社。秋まつり
の際に行われる仕掛け
花火が有名。

�▲ 夜間瀬川竹原河川公園。マレ
ットゴルフ場が整備されており、
市民の憩いの場となっている。

�▼ 南永江地区地域交流センター。
昨年の秋に、区の間伐材を利用
して建てられた施設。

�▲ 永江諏訪神社。４本
の巨樹が市の天然記念
物に指定されている。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　南永江区では、秋祭典というお祭りが
９月中旬に開催されています。勇義会と
いうお祭りの会が中心になって、神楽が
区内を練り歩きます。また、11月初旬に
は新穀感謝祭といって、穀物のもみを集
めて審査をし、金賞や銀賞を決めるとい
う行事も行われています。

　竹原区は、手づくりの仕掛け花火が有
名です。これは明治時代から続いている
伝統行事で、若手の祭祀団が中心になっ
て頑張っています。また、河川公園には
地元の皆さんが大事に育てた桜があり、
５月の満開の時期には、高社山を望みな
がら花見を楽しんでいます。

No.�

 竹   原  区
たけ はら

 南 
みなみ

 永  江 区
なが え

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
美
農
里
グ
ル
ー
プ
」

は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
、
農
作
業
が
忙

し
い
六
月
の
摘
果
と
十
月
の
葉
つ
み
の
作

業
を
半
日
、
メ
ン
バ
ー
の
お
互
い
の
農
地

で
手
伝
う
「
結
（
ゆ
い
）」
を
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
、
七
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
結
」
の
基
本
方
針
は
「
労
働
交

換
」
で
あ
り
、
お
互
い
が
仕
事
に
見
合
っ

た
作
業
を
行
っ
て
、
常
に
向
上
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

活
動
を
始
め
て
、
自
分
だ
け
で
作
業
す

る
よ
り
は
皆
で
作
業
す
る
ほ
う
が
能
率
が

上
が
り
、
ま
た
、
他
の
園
地
に
入
っ
て
良

い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
も
で
き
、
大
変
な

点
よ
り
は
、
良
い
点
の
方
が
多
い
と
の
こ
と
。

　

今
後
は
専
業
農
家
で
な
い
方
に
も
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
、
常
に
作
業
を
頼
め
る
人

材
確
保
や
、
ま
た
、
若
い
方
に
も
加
わ
っ

て
い
た
だ
い
て
、
こ
の
活
動
が
ず
っ
と
続

い
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
長
の
小
林
登
美
子
さ
ん
は
、

「
メ
ン
バ
ー
と
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気

で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
農
業
が
楽

し
く
感
じ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
皆
と
元
気

で
頑
張
り
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

vol.７

倭地区倭地区

科野地区科野地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘地区高丘地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

グループ長　小林登美子
 美  農  里 グループ
み の り

高野辰之記念館高野辰之記念館

��

��

南永江地区地域南永江地区地域
交流センター交流センター

県
道
牟
礼
・
永
江
線

県
道
牟
礼
・
永
江
線

��

夜間瀬川夜間瀬川

市民体育館市民体育館

竹原神社竹原神社
��

��

県道壁田・松崎線

県道壁田・松崎線

国道292号国道292号
��

永江諏訪神社永江諏訪神社
��

永江集落永江集落
排水処理場排水処理場

県
道
南
永
江
・
替
佐
停
車
場
線

県
道
南
永
江 
・ 
替
佐
停
車
場
線

栗和田浄水場栗和田浄水場

夜
間
瀬
川
竹
原
河
川
公
園

夜
間
瀬
川
竹
原
河
川
公
園
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私
の
将
来
の
夢
は
、
家
の
あ
と

を
つ
い
で
農
家
を
や
る
こ
と
で
す
。

　

農
家
の
仕
事
は
と
っ
て
も
大
変

で
す
。
私
の
家
で
は
ぶ
ど
う
を
作

っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
た
ま
に
手
伝
い
ま
す
が
、

か
さ
か
け
や
袋
か
け
の
仕
事
は
、
ぶ

ど
う
だ
な
の
高
さ
に
合
わ
せ
た
姿
勢

で
、
ず
っ
と
上
を
向
い
て
作
業
を
す

る
の
で
、
首
や
腰
が
痛
く
な
り
ま
す
。

　

台
風
が
来
る
時
は
、
み
ん
な
必

死
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー

ル
を
は
ず
し
ま
す
。
風
で
ハ
ウ
ス

が
飛
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
。

　

で
も
、
こ
ん
な
大
変
な
ぶ
ど
う

作
り
の
仕
事
で
も
、
ぶ
ど
う
が
日

に
日
に
成
長
し
て
い
く
と
こ
ろ
を

見
て
い
る
と
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

　

こ
う
し
て
汗
水
流
し
て
作
っ
た

ぶ
ど
う
を
収
か
く
す
る
時
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
と
て
も
う
れ

し
そ
う
で
す
。
大
き
く
つ
ぶ
が
そ

ろ
っ
た
ぶ
ど
う
が
と
れ
る
と
、
私

も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

私
の
弟
も
農
家
を
や
り
た
い
と
言

っ
て
い
る
の
で
、
二
人
で
協
力
し
て

お
い
し
い
ぶ
ど
う
を
作
り
た
い
で
す
。

 �
農
家
を
つ
ぎ
た
い
！�

⑦

新新 婚婚 ささ
んん

平岡小学校６年
小玉　美依さん

職訓校の訓練生が
 保育園の修繕作業を実施

　10月13日、中高高等職業訓練校の訓練生により、保
育園小破修繕活動が実施されました。
　当日は、建築科や板金科などの皆さんが班ごとに分
かれ、市内９つの保育園と北部子育て支援センター、
山ノ内町の８つの保育園で修繕作業を行いました。
　この活動は、訓練生の皆さんの実習を兼ねて毎年実
施されているもので、事前に希望のあった修繕内容に
合わせて作業を行っているため、各施設の皆さんから
とても喜ばれていました。
　　　　　　　　　（写真：北部子育て支援センター）

野
球
と
子
ど
も
が
大
好
き
な
二
人

元
気
良
く
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
家
庭
に    

�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
輝
久
さ
ん
）
中
学
校
が
同
じ
で
、

顔
は
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
。

三
年
前
、
同
級
生
で
作
っ
た
野
球

チ
ー
ム
の
試
合
で
再
会
し
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
輝
久
さ
ん
）
中
学
生
の
時
と
変

わ
ら
ず
、
活
発
で
元
気
が
と
り
え

と
い
う
感
じ
で
し
た
。

（
真
由
子
さ
ん
）
中
学
生
の
時
は

お
と
な
し
か
っ
た
の
に
、
再
会
し

た
時
は
た
く
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
輝
久
さ
ん
）
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

お
互
い
に
働
い
て
い
ま
す
が
、
家

事
も
し
っ
か
り
し
て
く
れ
ま
す
。

（
真
由
子
さ
ん
）
責
任
感
を
持
っ

て
仕
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

野
球
に
詳
し
い
と
こ
ろ
や
優
し
く

て
寛
大
な
と
こ
ろ
も
好
き
で
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
輝
久
さ
ん
）
子
ど
も
た
ち
に
囲

ま
れ
た
元
気
の
良
い
家
庭
で
す
。

真
由
子
さ
ん
、
何
で
も
言
い
合
え

る
家
庭
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
真
由
子
さ
ん
）
家
族
の
き
ず
な

が
あ
っ
て
、
野
球
チ
ー
ム
が
で
き

る
く
ら
い
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で

す
。 輝
久
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
愛
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
よ
う
ね
。

福　住　輝　久さん（26歳）
　　  　真由子さん（26歳）

（松川）
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期
日　
　

月　

日�

11

29

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

場
所　

市
民
会
館　

号
会
議
室

41

テ
ー
マ　

「
身
近
な
く
ら
し
か
ら

環
境
を
考
え
る
」

講
師　

千
曲
市
環
境
基
本
計
画
策

定
市
民
委
員
長　

柿
崎
久
先
生

参
加
料　

無
料

　

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
絵
本
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
だ
け
で
な

く
、
折
り
紙
や
手
遊
び
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、
お
父
さ
ん
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は　

冊
の
絵
本
を

850

の
せ
た
、
お
で
か
け
絵
本
図
書
館

「
お
は
な
し
ぱ
け
っ
と
号
」
が
き

ま
す
。（
参
加
料
無
料
）

期
日　
　

月　

日�

11

19

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
演　

お
は
な
し�
び
っ
く
り
ば
こ

期
日　
　

月　

日�

11

20

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３

30

時　

分
30

場
所　

長
野
県
庁
西
庁
舎
1
1
1

号
会
議
室

対
象
者　

ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
研

修
の
修
了
者
又
は
介
護
福
祉
士
等

申
し
込
み
先　

北
信
保
健
所
中
野

支
所

受
講
料　

無
料

※
研
修
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
と
、
労
働
者
を
一
人
で
も

使
用
し
て
い
る
全
て
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る
長
野
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
、
時
間
額
が
６
５
０
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
法
律
に
基
づ
き

国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、

使
用
者
は
そ
れ
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
賃
金
の
確
認
を

し
て
み
て
下
さ
い
。

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

�
日
本
損
害
保
険
協
会
関
東
支
部

松
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
（
０
２
６
３�
７
７
９
０
）

�

　

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
や
、

自
賠
責
保
険
（
強
制
）・
自
動
車

保
険
（
任
意
）
の
請
求
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）、
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時

弁
護
士
相
談
日（
面
接
）　

毎
月
第

２
・
４
木
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４

時
（
予
約
制
）

期
日　
　

月　

日�

11

16

時
間　

午
後
６
時　

分
開
演

30

出
演　

フ
ラ
ン
ス
女
流
ピ
ア
ニ
ス

ト　

ク
レ
ー
ル
＝
マ
リ
・
ル
ゲ

入
場
料　

４
千
円
（
税
込
／
全
席

自
由
）

�

�

�

�

����������������������������

����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　国民年金保険料は、納めた全額が社会保険料控除の対象と
なります。平成17年分から年末調整や確定申告の際に、証明
書類の添付が義務付けられました。そのため、毎年11月上旬
に社会保険庁から被保険者ご本人あてに「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」をお送りします。証明内容は、平
成17年１月から９月30日までに納付された額と、年内に納付
が見込まれる額です。申告まで大切に保管してください。
  また、10月以降に初めて保険料を納める方は、平成18年２
月初旬に証明書をお送りします。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所
市民環境課市民環境係（内線１５２）または長野北社会保険
事務所（�０２６（244）４１００）

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た　

人
の
検
察
審
査
員
に
よ
り

11

運
営
さ
れ
、
検
察
官
が
被
疑
者
を

裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不

起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査

す
る
こ
と
に
よ
り
、
刑
事
手
続
の

中
に
国
民
の
一
般
的
な
良
識
を
反

映
さ
せ
、
よ
り
良
い
刑
事
司
法
を

実
現
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
検
察
審
査
員
に

選
ば
れ
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

に
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
検
察

審
査
会
の
窓
口
で
、
申
立
て
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
講
演
会

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

（
内
線
２
３
８
）

�

長
野
県
最
低
賃
金
改
正

中
野
労
働
基
準
監
督
署
（�
２

１
０
５
） ま
た
は
長
野
労
働
局
賃

金
室
（
０
２
６ （　

） ０
５
５
５
）

223

�

キ
ッ
ズ 
・ 
え
ほ
ん
☆
か
い

（
絵
本
読
み
聞
か
せ
会
）

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

難
病
患
者
等

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
会

北
信
保
健
所
中
野
支
所

�
３
１
８
５

�

検
察
審
査
会

長
野
検
察
審
査
会
事
務
局

（
長
野
地
方
裁
判
所
内
）

（
０
２
６ （　

） ４
９
９
１
）

232

�

　

日
も
短
く
な
り
、
薄
暮
時
の
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
し
ま
し

ょ
う
。

②
夜
は
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

③
ゆ
と
り
運
転
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

④
走
行
時
の
携
帯
電
話
の
使
用
は

大
変
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て

東
山
魁
夷
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト

長
野
県
信
濃
美
術
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
係

（
０
２
６ （　

） ０
０
５
２
）

232

�

国民年金保険料を年末調整や確定申告す
る際に、「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」または「国民年金保険料領
収証書」の添付が必要となりました
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自
家
用
バ
ス
を
使
用
す
る
と
き

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
使
用
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
運
送
法
違
反
と
な
る
主
な
例

�
旅
館
等
が
有
償
で
利
用
者
を
送

迎
し
た
り
、
運
賃
を
取
ら
な
く

て
も
観
光
地
案
内
等
を
か
ね
た

運
送
を
し
た
り
す
る
こ
と
。

�
自
社
の
従
業
員
を
送
迎
す
る
際

に
有
償
で
他
社
の
従
業
員
を
送

迎
し
た
り
、
観
光
旅
行
の
た
め

に
輸
送
し
た
り
す
る
こ
と
。

　

日
本
各
地
の
教
育
・
福
祉
な
ど

に
関
わ
る
団
体
や
機
関
へ
派
遣
さ

れ
て
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
期
間
中
は
住
居
や

食
事
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

期
間　

約
１
年
間

募
集
対
象　
　

歳
〜　

歳
の
男
女

18

30

で
、
資
格
や
経
験
は
問
わ
な
い
。

申
込
締
切
日　
　

月
１
日�

12

　

長
野
技
術
専
門
校
で
は
、
１
年

制
訓
練
課
程
の
平
成　

年
度
入
校

18

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

訓
練
期
間　

１
年
間
（
平
成　

年
18

４
月
〜
平
成　

年
３
月
）

19

募
集
科
名　

Ｎ
Ｃ
機
械
科
、
電
気

工
事
科
、
画
像
処
理
印
刷
科
、
木

造
建
築
科

募
集
定
員　

各
科
と
も　

名
20

　コンポスト化施設により製造した肥料

なかの 「おすみちゃん」の販売があります。

皆さんぜひご利用ください。

11月の販売日　９日�、 13日�

販売価格（税込み）

１袋 （15㎏） 200円、バラ （500㎏） 2,500円

※バラは予約制となりますので、必ず事

　前に予約をしてください。

販売場所　中野浄化管理センター

　　　　（中野市大字江部511番地）

販売時間　午前９時から午後１時まで

問い合わせ先　下水道課施設管理係（内

線２８１）または豊田支所下水道係（内線１３７）

 なかの 「おすみちゃん」 販売
応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業
ま
た

は
同
等
以
上
の
方

必
要
経
費　

入
校
審
査
料
（
受
験

料
）
２
２
０
０
円
、
入
校
料
（
入

学
金
）
５
６
５
０
円
、
授
業
料

（
年
額
）　

万
５
２
０
０
円

11

※
他
に
教
材
費
、
作
業
服
代
、
資

格
取
得
等
の
経
費
（
年
間
十
数
万

円
程
度
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

願
書
受
付　
　

月　

日�
ま
で

11

14

選
考
日　
　

月　

日�

11

25

※
出
願
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
、

当
座
預
金
や
利
息
の
付
か
な
い
普

通
預
金
は
「
決
済
用
」
と
し
て
全

額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息

の
付
く
普
通
預
金
な
ど
は
１
金
融

機
関
に
つ
き
預
金
者
１
人
当
た
り
、

元
本
１
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息

が
保
護
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
行
政
書
士
会
北
信
支
部

国
際
部
会
で
は
、
外
国
人
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
在
留
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
家
族
や

経
営
者
の
方
を
対
象
に
、
家
族
や

事
業
所
に
い
る
外
国
籍
の
方
々
に

つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

期
日　
　

月　

日�

11

26

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
第

２
会
議
室

　

平
成
５
年
に
開
館
し
た
図
書
館

で
、
敷
地
内
に
は
公
園
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
蔵
書
数
は
約　

万
13

冊
で
、
館
内
に
は
郷
土
資
料
室
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
文
庫
室
な
ど
も
設
置

さ
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に

読
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
で
、

読
書
に
最
適
な
環
境
を
作
り
出
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
話
室
」
と
「
Ａ
Ｖ

ホ
ー
ル
」
で
は
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
会
や
ア
ニ
メ
の
上
映
会
な
ど

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
青
年
長
期

18

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画

参
加
者
募
集

�
日
本
青
年
奉
仕
協
会

（
０
３ （　

） ０
２
１
１
）

3460

�

預
金
保
険
制
度

関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務

所 （
０
２
６ （　

） ５
１
２
３
）

234

�

外
国
人
対
象

無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会�
３
６
０
６

�

自
家
用
バ
ス
の

適
正
な
使
用
を

北
陸
信
越
運
輸
局
長
野
運
輸

支
局
０
２
６ （　

） ４
６
０
３

243

�

長
野
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

�
長
野
技
術
専
門
校
（
０
２
６

 （　

） ２
３
４
１
）
ま
た
は
飯

292山
公
共
職
業
安
定
所 （
０
２

６
９�
８
６
０
９
）

出
か
け
て

　

み
ま
せ
ん
か ⑥

市
立
図
書
館

　

館
内
の
全
蔵
書
を
一
斉
に
照
合

・
点
検
し
、
所
在
不
明
図
書
の
確

認
な
ど
を
行
う
た
め
休
館
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
借
り
て
い
る
本
を

ポ
ス
ト
に
返
す
こ
と
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
お
よ
び
蔵
書
検

索
は
利
用
で
き
ま
す
。

期
間　
　

月　

日�
〜　

日�

11

16

24

問
い
合
わ
せ
先

市
立
図
書
館
（�
�
５
８
４
１
）

市
立
図
書
館
の
休
館

所在地／西条1000番地
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期
日　
　

月　

日�

11

17

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

場
所　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

長
野

講
演　

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

の
活
性
化
策
・
多
様
な
働
き
方
と

均
衡
処
遇
」

講
師　

㈱
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

上
席
主
任
研
究
員　

武
石
恵
美
子

さ
ん

対
象
者　

事
業
主
、
人
事
労
務
担

当
者
等

参
加
費　

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。

　

再
就
職
を
希
望
し
、
就
職
に
向

け
て
準
備
を
し
て
い
る
方
々
を
対

象
に
、
必
要
と
な
る
基
礎
知
識
等

を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
　

月
８
日�
、
９
日�
、

12

　

日�
、　

日�

13

14

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

中
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

内
容　

パ
ソ
コ
ン
講
習
、
職
務
経

★
味
噌
桶
（
家
庭
用
）
★
食

器
棚
★
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
★

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
★
人
形
ケ
ー

ス
★
バ
ギ
ー
（
３
歳
ま
で
）

★
布
オ
ム
ツ
★
ビ
デ
オ
★
足
踏

み
ミ
シ
ン
（
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
）

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
ワ
ー
プ
ロ
★
浴
槽 （
１
人
用
）

★
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
★
ソ

フ
ァ
ー
★
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
★
三
味
線
★
電
動
車
イ
ス
★

車
イ
ス
★
自
転
車
★
Ｍ
Ｄ
コ
ン

ポ
★
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
★
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
★
ブ
ラ
ン
コ
（
小

学
生
用
）
★
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

★
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
★
ベ
ビ
ー

ゲ
ー
ト
★
寝
袋
★
オ
ー
ブ
ン
レ

ン
ジ
★
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん

じ
き
★
ピ
ア
ノ
用
イ
ス
★
コ
ン

ビ
ラ
ッ
ク
★
歩
行
器
（
子
ど
も

用
）
★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
５
１
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
こ
に
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（　

月　

日
現
在
で
掲
載
）

10

19

★
電
子
ピ
ア
ノ
★
こ
た
つ
★
ベ

ビ
ー
カ
ー
★
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
★
ミ
ニ
温
室
★
バ
ッ
ト

（
子
ど
も
用
）
★
木
製
ベ
ッ
ド

★
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
★
介
護
用
ベ

ッ
ド
★
オ
ル
ガ
ン
★
除
雪
用
シ

ャ
ベ
ル
★
布
団
乾
燥
機
★
ス
キ

ー
セ
ッ
ト
★
バ
ス
チ
ェ
ア
（
子

ど
も
用
）
★
大
人
用
三
輪
車
★

自
転
車
（
幼
児
用
・
大
人
用
）

�
ゆ
ず
り
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　

長
野
労
働
局
で
は
、
個
々
の
労

働
者
と
事
業
主
の
間
の
労
働
条
件
、

募
集
・
採
用
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
、
労
働
関
係
の
あ

ら
ゆ
る
紛
争
を
対
象
と
し
て
、
解

決
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

歴
書
作
成
、
適
職
発
見
診
断
な
ど

受
講
料　

無
料

そ
の
他　

無
料
託
児
室
有
り
（
要

予
約
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

訓
練
科
名　

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
科

②
ビ
ジ
ネ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科

訓
練
期
間　
　

月
７
日�
か
ら
平

12

成　

年
３
月
８
日�

18
定
員　

各　

名
20

受
講
料　

無
料
（
教
科
書
代
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
）

応
募
締
切　
　

月　

日�

11

14

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

月
は
「
ゆ
と
り
創
造
月
間
」

11
で
す
。
も
し
、
仕
事
ば
か
り
に
片

寄
っ
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
、

心
身
に
ス
ト
レ
ス
や
負
担
が
か
か

り
、
仕
事
に
も
健
康
に
も
影
響
を

与
え
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、

自
分
自
身
の
ゆ
と
り
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

長
時
間
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
で

お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

期
日　
　

月　

日�

11

23

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
０
１
２
０（　

）
897

９
３
３
）

【
国
道
２
９
２
号
】

山
ノ
内
町
大
字
平
穏
（
渋
峠
・
群

馬
県
境
）
先
〜
平
穏
（
陽
坂
）
先

期
間　
　

月　

日�
〜
平
成　

年

11

18

18

４
月　

日�
20

【
主
要
地
方
道
豊
野
南
志
賀
公
園
線
】

山
ノ
内
町
大
字
佐
野
字
笠
ヶ
嶽
（
高

山
村
境
）
先
〜
大
字
平
穏
字
志
賀

（
笠
岳
キ
ャ
ン
プ
場
入
口
）
先

期
間　
　

月　

日�
〜
平
成　

年

11

17

18

５
月　

日�
31

【
一
般
県
道
奥
志
賀
公
園
線
】

山
ノ
内
町
大
字
平
穏
字
大
洞
沢

 （
町
道
大
松
大
洞
沢
線
交
点
）先
〜

字
山
ノ
神 （
一
ノ
瀬
処
理
場
入
口
）先

期
間　
　

月　

日�
〜
平
成　

年

11

29

18

５
月　

日�
19

【
一
般
県
道
奥
志
賀
公
園
栄
線
】

山
ノ
内
町
大
字
平
穏
字
除
ケ
（
奥

志
賀
公
園
線
交
点
）
先
〜
字
岩
菅

（
木
島
平
村
境
）
先

期
間　
　

月
７
日�
〜
平
成　

年

11

18

５
月　

日�
31

公
共
職
業
訓
練
３
か
月

コ
ー
ス 
・ 　

月
生
募
集

12

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
訓
練
課
受
講
者
係

 （
０
２
６ （　

） ７
８
５
６
）

243

�

個
別
労
働
関
係

紛
争
解
決
制
度

長
野
労
働
局
総
務
部
企
画
室

 （
０
２
６ （　

） ０
５
５
１
）

223

�

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用

管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー

�
　

世
紀
職
業
財
団
長
野
事
務

21
所
（
０
２
６ （　

） ４
５
２
１
）

223

�再
就
職
準
備

セ
ミ
ナ
ー

�
　

世
紀
職
業
財
団
長
野
事
務

21
所 （
０
２
６ （　

） ４
５
２
１
）

223

�

ゆ
と
り
創
造
月
間

長
野
労
働
局
監
督
課

（
０
２
６ （　

） ０
５
５
３
）

223

�

冬
期
間
に
お
け
る

通
行
制
限 （
閉
鎖
） 路
線

中
野
建
設
事
務
所

�
３
１
３
８

�
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※
館
収
蔵
品
の
版
画
の
中
か
ら
、

平
山
郁
夫
や
福
王
子
法
林
な

ど
、
文
化
勲
章
を
受
章
し
た

作
家
の
作
品
を
中
心
に
展
示

し
ま
す
。

「
た
か
や
し
ろ
土
と
炎
の
会
」

作
品
展

　

月　

日�
ま
で

11

13

「
小
さ
な
趣
味
の
親
子
展
」

　

月　

日�
ま
で

11

28

「
間
山
写
真
ク
ラ
ブ
」
作
品
展

　

月　

日�
か
ら　

日�
ま
で

11

16

28

火
曜
日
休
館
。
施
設
使
用
予
約

は
、
６
か
月
前
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

企
画
展
「
栗
林
遺
跡
と
千
曲
川

水
系
の
弥
生
土
器
」

平
成　

年
１
月　

日�
ま
で

18

29

※
栗
林
遺
跡
に
つ
い
て
、
近
年

の
発
掘
成
果
と
千
曲
川
水
系

の
弥
生
土
器
の
移
り
変
わ
り

を
紹
介
し
ま
す
。

常
設
展
「
文
化
勲
章
受
章
の
作

家
た
ち
」

　

月　

日�
か
ら
平
成　

年
１

11

10

18

月　

日�
ま
で

15 中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・ 
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談
毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談
毎月第１・ ３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)12月９日�
13:00 ～16:00行政相談所 豊田支所相談室

( 内線 114)
(豊田地域)12月９日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00女性相談窓口 (面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市教育委員会
( 内線 304)毎週月～金曜日

９ :00 ～ 17:00子ども教育相談室
予約が必要となります。 
� ２６ － １２６０
(中野児童センター内)

毎週火曜日
９ :30 ～ 11:30テレホン子育て相談

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

� ２３ － ３１９１
(市教育委員会内)常時いじめ相談３１９１
南宮庁舎職業相談室
(�23 － 4710）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

　

皆
で
お
話
を
聞
い
た
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
、
寝
た
き

り
や
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ど
の
会
場
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い

あ
わ
せ
て
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

　

平
成　

年
９
月　

日
か
ら

17

22

　

月　

日
ま
で
の
受
付
分
を

10

21

掲
載
し
ま
す

▼
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
及

び
収
蔵
資
料
と
し
て
、

　

弁
当
箱

〈
栗
和
田
・
小
野
保
雄
様
〉

▼
学
校
展
示
用
と
し
て
南
宮
中

学
校
へ
、

　

油
絵
「
ド
ミ
ニ
カ
の
少
年
」

　

号
・　

号
各
１
点

10

100

〈
東
町
・
寺
澤
宏
三
郎
様
〉

▼
文
化
芸
術
振
興
の
た
め
、

　

立
川
広
巳
作
絵
画
１
点
（
薔

薇
の
香
り
）

〈
㈱
森
田
書
店
様
〉

▼
救
命
率
向
上
の
た
め
中
野
市

へ
、

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
１
台

〈
中
高
保
険
薬
局
事
業
協
同
組

合
様
〉

▼
科
野
小
学
校
図
書
館
へ
、

　

自
費
出
版
本
「
海
わ
か
ば
」 

 
〈
越
・
渡
辺
則
雄
様
〉

●　

月
８
日�
午
前
９
時　

分
〜

11

30

　

時　

分
・
豊
田
公
民
館
永
田
地

11

30

区
館

●　

月
１
日�
午
前
９
時　

分
〜

12

30

　

時　

分
・
米
山
集
会
所

11

30

●　

月
２
日�
午
後
２
時
〜
４
時

12
・
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー

●　

月
６
日�
午
後
２
時
〜
４
時

12
・
笠
倉
公
会
堂

そ
の
他　

材
料
費
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

中
野
地
域

●　

月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

11

11

・
越
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

●　

月　

日�
午
前
９
時　

分
〜

11

18

30

　

時　

分
・
片
塩
公
会
堂
、
午
後

11

30

２
時
〜
４
時
・
厚
貝
公
会
堂

●　

月　

日�
午
前
９
時　

分
〜

11

22

30

　

時　

分
・
東
吉
田
区
民
会
館

11

30

●　

月　

日�
午
前
９
時　

分
〜

11

24

30

　

時　

分
・
岩
井
区
民
会
館

11

30

●　

月
８
日�
午
前
９
時　

分
〜

12

30

　

時　

分
・
越
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

11

30

豊
田
地
域

介
護
予
防
地
域
講
座

（
お
達
者
く
ら
ぶ
）

�
高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉
係

（
内
線
２
９
６
）
ま
た
は
豊

田
支
所
内
豊
田
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー （
内
線
１
４
４
）

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た



平成１7年11月　広報なかの  24

中野市役所 �0269(22)2111 FAX(26)0349  〒383-8614 長野県中野市三好町一丁目３番19号 �ホームページ　http:// w w w .city .nakano .nagano .jp/  
�Eメール info@city . nakano . nagano . j p �広報なかの 平成17年11月７日発行 �発行 中野市 �編集 総務部庶務課 �印刷 高錦堂印刷所

　自転車で遊ぶことが大好きな
女の子です。食べ物はチョコレ
ートが大好き。やられたらやり
返すぐらい、わんぱくな子に育
ってほしいと思います。
(兼子みどりさん 南永江)

 兼  子   由 紀   ちゃん （３歳１か月）
かね こ ゆ き

中野保健センター �26－6986
休日診療所： �26－2337
休日当番薬局携帯電話 �090－4125－8402
 （ともに ９ 時～17 時。日・祝日のみ）

市 役 所 保 健 課 �22-2111 内線242 ・ 243
豊田支所保健福祉課 �38-3111 PHS 6120

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

17年７月１日～
　　７月31日生11月15日�

３か月
健 診

17年３月１日～
　　３月31日生11月16日�７か月

健 診
16年４月１日～
　　４月30日生11月18日�

１歳 
６か月
健 診

15年10月１日～
　　10月31日生11月14日�２ 歳

健 診
14年10月１日～
　　10月31日生11月17日�３ 歳

健 診
※都合の悪い場合は翌月お出かけく
　ださい。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

期日／12月８日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／母乳栄養と乳房管理、交流会

両親学級

　骨粗しょう症予防のための骨塩量
測定を行います。測定を希望される
方は、期日の２週間前までに予約し
てください。（無料）
期日・会場／12月９日�
　　　　　　中野保健センター
　　　　　　12月22日�
　　　　　　豊田保健センター
時間／午前９時30分～10時30分
対象／19歳以上の方
定員／50人まで（定員になり次第、
　　　締め切ります）
申し込み先／保健課健康管理係

200・400ml献血にご協力を

骨検診

　すでに通知してあります40歳・50
歳・60歳・70歳の方対象の「歯周疾
患検診」は、12月24日�までです。
対象の方は早めに受診してください。
（無料）

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)
受付時間／午後１時～１時50分

<中野保健センター >
12月６日�…中野、 長丘、 科野、 倭
    ７日�…日野、 延徳、 平野、 高丘、 平岡
<豊田保健センター >
12月８日�…豊田

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対
象 
・ 
接
種
方
法

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種適期は３～６か月未満の乳児)

11月15日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成17年７月生まれ
※３か月健診時に行います。

※豊田地域の方も、都合により中野
保健センターで受けたい場合は、
接種を受けられます。

育児教室
　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
①期日／11月17日�
　時間／午前10時15分～11時30分
　会場／中野保健センター
　対象／４～６か月児
　内容／赤ちゃん体操、離乳食につ
　　　　いて
②期日／12月２日�
　時間／午後１時15分～３時30分
　会場／中野保健センター
　対象／８～10か月児
　内容／むし歯の予防とアゴの発育
　　　　のはなし、離乳食について
申し込み／参加希望者の方は、事前
　　　　　に保健課または豊田支所
　　　　　保健福祉課へお申し込み
　　　　　ください。
�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

10月10日～11月9日は
精神保健福祉普及運動です。
 「みつめよう!語ろう!『いのち』
　ひろげよう仲間と
　　　　 こころのまちづくり」

歯周疾患検診

①期日／11月29日�
　時間／午前９時～11時
　場所／岳南広域消防本部庁舎
②期日／12月１日�
　時間／午前９時30分～11時30分
　場所／市民会館45号会議室

人口・世帯数については
国勢調査速報集計結果に基づき
翌年１月の広報なかのにてお知
らせします



　

秋
も
深
ま
り
、 中
野
市
の
果
物
や

き
の
こ
の
美
味
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
ま
さ
に
「
旬
産
旬
消
」。

産
地
で
旬
の
も
の
を
旬
の
う
ち
に

消
費
（
食
べ
る
）
の
言
葉
に
ピ
ッ

タ
リ
の
時
期
で
す
。

　

し
か
し
、
日
本
人
の
果
物
の
消

費
量
は
、
国
民
栄
養
調
査
に
よ
る

と
一
人
当
た
り
一
日
一
一
七
グ
ラ
ム
。
年

間
の
消
費
量
は
約
五
十
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

世
界
各
国
の
消
費
量
と
比
較
し
て
も
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
果
物
は
、
抗
酸
化

物
質
や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
そ
し
て

食
物
繊
維
等
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
が
複
合
的
に
健
康
に
い
い
働
き
を
し

て
、
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
効
果
を
発
揮
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
エ
ノ
キ
ダ
ケ
に
は
、
制

が
ん
作
用
、
発
が
ん
防
止
作
用
な
ど
の
が

ん
予
防
作
用
が
あ
る
と
実
証
さ
れ
て
お
り

ま
す（
長
野
県
農
村
工
業
研
究
所
）。
果
実

や
野
菜
は
、
自
然
の
ま
ま
生
で
食
べ
る
方

が
、
総
合
的
に
栄
養
素
を
ま
る
ご
と
摂
取

で
き
、
大
変
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
中
野
市
は
、
全
国
に
誇
れ
る
果
実

や
エ
ノ
キ
ダ
ケ
の
大
産
地
で
す
。
果
物
一

日
二
〇
〇
グ
ラ
ム
（
＝
サ
ン
ふ
じ
一
個
）

は
食
べ
ま
し
ょ
う
。
鍋
に
は
必
ず
エ
ノ
キ

ダ
ケ
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
、
中
野
の
旬
の
農

産
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
。
そ
う

す
る
こ
と
で
市
民
み
ん
な
が
健
康
で
い
ら

れ
、
地
元
農
産
物
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
は
ず
で
す
。　
　
　
    　

（
Ｍ
・
Ｆ
）

１１ 文 化 な か の／05.11

　

霜
に
あ
う
と
漬
け
菜
の
深
み
が
で
る
の
だ
と
、

寒
さ
も
一
段
と
進
む
と
、「
冬
近
し
菜
獲
る
人
の
息

白
し
」
の
風
景
が
あ
り
ま
す
。
野
沢
菜
は
、
だ
い

た
い
庭
先
で
洗
い
、
か
つ
て
は
に
ぎ
や
か
に
寄
り

合
い
で
や
る
家
も
あ
り
ま
し
た
。

　

冬
を
前
に
女
性
た
ち
の
大
仕
事
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
長
い
冬
の
こ
た
つ
を
か
こ
ん
で
の
家
族
団

ら
ん
を
思
う
と
、
精
が
で
る
と
或
る
人
は
い
い
ま

し
た
。
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
家
で
も
こ
ん

な
ふ
う
に
漬
物
の
用
意
を
し
ま
し
た
が
、
当
地
の

慣
わ
し
も
、
今
は
気
軽
に
各
家
庭
好
み
の
や
り
方

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

落
ち
葉
の
舞
散
る
、
そ
ん
な
時
と
な
り
ま
し
た
。

ち
ら
ち
ら
と
菜
洗
う
背
な
に

ち
ら
ち
ら
と
菜
洗
う
背
な
に

冬
陽
射
し

　
　
　
　
　
　
　
 
冬
陽
射
し

季季季季季季季季季季季季季季季季
節節節節節節節節節節節節節節節節
のののののののののののののののの
ココココココココココココココココ
ララララララララララララララララ
ムムムムムムムムムムムムムムムム

季
節
の
コ
ラ
ム
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”   歌 う 楽 し さ ”
を求め続けた

３年間のまとめ

平成15年度から17年度まで開講した「なかの21市民音楽講座 ――オペラ歌手に
導かれて歌う楽しさを――」の３年間をふり返ってみると、

人に歌心をよびおこす歌曲の良さにふれていくことができた

歌の上手・下手の意識をつくらず、仲間の歌う経験の深さの違い
が支えとなり、歌う喜びが生み出されていった

合唱の中につくり出した世代間交流のすばらしさを実感
し合えた

●
歌
曲
の
良
さ
に
ふ
れ
て
い
く
楽
し
さ
●

　
  
平
成
十
六
年
度 
選
曲
一

　
　
　
　
　

「
わ
が
思
い
黄
金
の
翼
に
の
っ
て
」（
ナ
ブ
ッ
コ
）

　

ヘ
ブ
ラ
イ
の
捕
虜
た
ち
の
合
唱
。
心
を
揺
り
動
か
す
ス
ト
ー

リ
ー
に
感
情
を
移
入
し
、
曲
想
と
相
ま
っ
て
内
省
感
動
を
高
め
、

心
の
内
に
向
か
っ
て
歌
声
を
発
し
て
い
く
音
楽
体
験
。

　
  
平
成
十
六
年
度 
選
曲
二　

「
ハ
レ
ル
ヤ
・
コ
ー
ラ
ス
」

　

キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
復
活
の
兆
し
に
、
そ
の
喜
び
を
歌
う
。

ナ
ブ
ッ
コ
と
対
照
的
に
、
外
に
向
か
っ
て
歌
い
上
げ
て
い
く
音

楽
体
験
。

　
　

対
照
的
な
こ
の
二
曲
か
ら
、
人
の
心
を
揺
り
動
か
す�
歌
曲
の

　

持
つ
い
の
ち�
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
学
ぶ
（
歌
う
）
楽
し
さ
●

　

曲
の
価
値
や
歌
い
方
の
上
手
・
下
手
が
先
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
講
座
で
は
、
ひ
と
り
一
人
の
声
の
質
と
歌
い
方
が
肯
定
さ
れ
、

尊
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
歌
う
こ
と
へ
の
意
識
が
深
ま
り
ゆ
く
過

程
で
、
音
楽
の
き
ま
り
が
わ
か
っ
た
り
、
歌
う
経
験
の
深
さ
の
違

い
が
支
え
合
い
を
生
み
、
包
み
込
ま
れ
生
か
さ
れ
て
い
く
状
況
が

つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

●
合
唱
の
中
に
世
代
間
交
流
の
す
ば
ら
し
さ
●

　

平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
は
、
叙
情
的
な
声
楽
曲
「
土
の
歌
」

よ
り
第
一
・
第
六
・
第
七
楽
章
を
中
心
に
学
び
ま
し
た
。
第
六
楽

章�
美
し
い
山
河
を
見
て　

美
し
い
花
を
見
て　

大
地
の
意
を
信

じ
よ
う
恩
寵
を
…
…�
部
分
の
ソ
プ
ラ
ノ
と
バ
ス
の
対
比
の
美
し

さ
を
、
子
ど
も
の
声
と
大
人
の
声
に
置
き
か
え
て
歌
い
た
い
と
い

う
思
い
が
高
ま
り
、
実
践
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
歌
声
の
美
し
さ

が
引
き
立
て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
の
存

在
を
実
感
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。



３３ 文 化 な か の／05.11

受講生の声（アンケートから）

○この音楽講座の雰囲気を、ぜひ子どもた
ちの教育にも反映して欲しいです。

　
○いろいろな世代がいっしょになって歌う
この講座は、すばらしいと思いました。
歌を愛する市民の方がこんなにいらっし
ゃることにも驚きました。

　　
○年齢差があり、初対面でもある人たちに
支えられながら終始楽しく練習ができ、
ますます合唱が好きになりました。

○普段、合唱団に所属していない者にとって、この
講座は絶好の歌う場所でした。

　
○感じること、表現していくことの大切さを学びま
した。

　　
○新しい友人・知人を得ることができ、また、自分
自身の可能性を知ることができました。

○コーラス経験は少しありましたが、「オペラ歌手に
導かれて歌う楽しさを」から学ぶ喜びを体で感じ
ました。音楽講座の高いねらいに感謝です。

　
○市民憲章の「音楽を愛する」を講座のねらいに盛
り込み、それを実現させたことは本当に頭が下が
ります。この企画を立ち上げた方々に本当に感謝
の気持ちでいっぱいです。実行力に乾杯です。

 
○この音楽講座をずっと続けて欲しい。（受講された
方からいただいた多数の意見）

 　
○このなかの21市民音楽講座を、「市民オペラ」へ発
展させたい。

○歌うことが苦手なので人前で歌わないよ
うにしていましたが、コーラスは夢でし
たので感激しています。上手な方には耳
障りでしたでしょうが、先生が再三気に
しないようにと仰ってくださったので続
けられました。

　
○音楽は楽しいものであり、美しい声で歌
えば､みんなの声が一つに響き合うこと
がわかりました。

　
○合唱でもひとり一人の個性が生かされる
ということがすごい経験であり、勉強に
なりました。

子どもたちを囲んで（平成15年度）
≪講座中、講師の小林大作先生から「声がよく出てい
るよ」と声を掛けられ、頬を染めながら「がんばりま
す」と言葉を返す子どもたちの姿がありました≫

個性を出して歌う楽しさを味わう

講師と受講生の間に立って音楽講座を
推進された学習専門委員の皆さん

ラ
シ
ー
ヌ
の
雅
歌
を
発
表

（
平
成　

年
度
市
民
音
楽
祭
）

17
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ふ
る
さ
と
の
歴
史

　

「
ス
テ
ッ
プ
の
会
」
は
、
運

動
不
足
の
解
消
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

（
？
）
の
た
め
に
と
始
め
た
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
の
会
で
し
た
が
、

会
員
の
年
齢
層
が
少
し
高
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
を
中
心
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
約
十
名
程
で
、
宮
尾

利
恵
先
生
ご
指
導
の

元
、
毎
週
水
曜
日
午

後
六
時
か
ら
七
時
ま

で
、
豊
田
文
化
セ
ン

タ
ー
二
階
に
て
楽
し

く
体
を
動
か
し
、
い

い
汗
を
か
い
て
い
ま

す
。

　

活
動
の
内
容
と
し

て
、
前
半
は
軽
快
な

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
、
後

半
は
椅
子
に
腰
か
け

て
体
を
ゆ
っ
く
り
ほ

ぐ
し
て
い
き
ま
す
。

週
一
回
の
体
操
は
気

分
転
換
に
も
な
り
、

時
に
は
楽
し
く
お
し

ゃ
べ
り
を
交
え
な
が

ら
、
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
ま
す
。

　

会
に
は
、
上
は
七
〇
代
の
会

員
も
お
り
、
�
元
気
に
年
を
と
る

　
�
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
毎
回
ハ

!!ツ
ラ
ツ
と
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
の
会
で
は
、
現
在

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
方
も
気
軽
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
い
っ
し

ょ
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｕ
・
Ｋ
）

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

高
遠
山
は
、
標
高
わ
ず
か
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山
で
あ
る
が
、
山

頂
か
ら
は
延
徳
た
ん
ぼ
・
北
信
五
岳

が
一
望
で
き
、
こ
こ
に
東
部
山

麓
一
帯
を
治
め
て
い
た
と
い
う

首
長
の
墓
（
前
方
後
円
墳
）
が

あ
る
。
前
方
後
円
墳
は
大
和
政

権
と
密
接
な
つ
な
が
り
の
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
い
う
。

　

さ
て
、
高
遠
山
の
山
頂
に
古
墳
が

あ
る
こ
と
は
、
地
元
の
研
究
者
に
よ

り
前
々
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
発

掘
調
査
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

ど
ん
な
形
の
古
墳
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。 　

こ
う
し
た
中
で
昭
和
の
終
わ
り
か

ら
平
成
に
か
け
て
、
こ
の
山
の
麓
を

駐
車
場
に
す
る
た
め
の
整
地
工
事
が

始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
山
頂
部
分
を

住
宅
に
し
た
い
と
い
う
願
い
が
業
者

等
か
ら
市
へ
提
出
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
の
結
果
、
市
教
育
委
員
会
・
地
元

・
業
者
の
三
者
が
話
し
合
い
を
重
ね

る
中
で
、
ま
ず
は
発
掘
調
査
が
先
決

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
平
成
十
・

十
一
年
の
二
ヵ
年
か
け
て
発
掘
調
査

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ

れ
ま
で
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い
た
森

将
軍
塚
古
墳
（
千
曲
市
森
）
よ
り
も

さ
ら
に
古
い
、
長
野
県
最
古
の
前
方

後
円
墳
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
東
日

本
で
も
き
わ
め
て
古
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
今
は
埋
め
も
ど
さ
れ
て

い
る
と
い
う
か
ら
、
古
墳
の
主
は

静
か
に
眠
り
に
つ
い
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

余
談
だ
が
、
奥
信
濃
の
一
角
に
信

濃
の
古
代
史
を
塗
り
替
え
る
よ
う
な

前
方
後
円
墳
が
な
ぜ
あ
る
の
か
、
疑

問
と
古
代
史
へ
の
関
心
が
増
す
ば
か

り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

毅

ス
テ
ッ
プ
の
会

　

高
遠
分
館
は
、
二
十
一
世
帯
の
小

さ
な
分
館
で
す
。

　

本
年
度
事
業
と
し
て
、
女
性
部
員

か
ら
花
の
勉
強
を
し
て
み
た
い
と
い

う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

自
分
た
ち
の
分
館
だ
け
で
な
く
、
花

を
介
し
て
地
域
交
流
出
来
れ
ば
と
の

思
い
で
、
日
野
地
区
分
館
協
議
会
に

も
話
を
持
ち
掛
け
た
と
こ
ろ
、
勉
強

だ
け
で
な
く
、
花
を
植
え
る
実
習
も

し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
に
発
展
し

ま
し
た
。
事
業
に
は
目
的
と
テ
ー
マ

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、今
回
は『
花

の
学
習
に
参
加
し
、
地
域
交
流
に
よ

り
豊
か
な
心
を
育
み
明
る
い
平
和
な

社
会
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

み
ん
な
で
演
出
し
よ
う
』
に
定
め
、

九
月
二
十
五
日
に
花
の
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
花
壇
作
り
か
ら
、
理
想

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館
分
館
分
館

の
花
壇
作
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
実
技
編
、

要
点
編
を
学
び
、 実
習
で
は「
グ
リ
ッ

ト
法
」
に
よ
る
植
栽
を
体
験
し
ま
し

た
。
初
め
て
植
栽
方
法
に
接
し
た
人

た
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ

れ
ぞ
れ
参
考
に
な
っ
た
と

感
動
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

分
館
事
業
に
は
す
べ
て

反
省
点
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
い
所
は
直
す
、
反
省
そ

し
て
反
省
の
連
続
で
、
や

が
て
完
成
さ
れ
た
一
事
業

と
展
開
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
前
向
き
に
一
歩
ま

た
一
歩
前
進
さ
せ
て
い
く
。　

地
道

で
愛
さ
れ
る
分
館
事
業
の
た
め
に
。

　
　

高
遠
分
館
長　

西
山　

一
雄

高 遠 分 館

 
長
野
県
最
古
の

高
遠
山
前
方
後
円
墳 
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公民館フォト

　中央公民館歴史講座（全３回）が、10月13日をもって
終了しました。この講座は、わたしたちの身近な歴史を
取り上げ毎年開催しており、今年度は北信濃の豪族高梨
氏が戦国期に勢力を拡大し、川中島の戦を境に衰退して
いく過程について学びました。高梨氏の盛衰について、
講師の湯本軍一先生（中世地域史研究者・法政大学史学
会評議員）の多岐にわたる視点からのお話に、受講者から
は「中野市の歴史の知らなかった部分を知ることができ、
楽しく学ぶことができました」など感想が寄せられました。

郷土の歴史歴史を学ぶ

編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
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員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

編
集
委
員

だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
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だ
よ
り

　

七
瀬
に
お

住
ま
い
の
栗

林
幸
男
先
生

の
経
歴
を
拝

見
す
る
と
、

鳥
取
大
学
名

誉
教
授
、
信
州
大
学
理
工
学
部
非
常

勤
講
師
で
、
日
本
の
権
威
あ
る
数
学

関
連
の
学
会
で
も
研
究
発
表
を
重
ね

て
い
る
。
先
生
の
講
義
内
容
を
拝
見

す
る
と
、「
フ
ー
リ
エ
級
数
」「
複
素

関
数
論
」
な
ど
？
？
？
難
解
な
日
本

語
が
並
び
、
学
生
時
代
数
学
が
苦
手

だ
っ
た
私
と
し
て
は
ま
さ
に
雲
の
上

の
存
在
、
さ
ぞ
か
し
堅
い
研
究
者
タ

イ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
と
思
い
き
や
、
お

会
い
す
る
と
笑
顔
が
絶
え
ず
、
先
生

の
優
し
い
人
柄
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

そ
れ
は
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
の
一

つ
で
あ
る
、「
子
ど
も
た
ち
の
算
数

・
数
学
教
育
」
を
通
し
て
、
子
ど
も

の
目
線
の
高
さ
に
あ
っ
た
教
育
を
実

践
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
先
生

は
鳥
取
在
勤
中
か
ら
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
し
て
、
現
職
の
先
生
と

の
研
究
会
を
主
宰
し
て
お
り
、

そ
こ
で
は
指
導
要
領
に
沿
っ
た

画
一
的
な
教
育
で
は
な
く
、
子

ど
も
の
好
奇
心
や
探
求
心
を
揺

す
ぶ
り
、
自
然
に
数
学
に
興
味

を
持
ち
そ
う
な
勉
強
方
法
な
ど

を
研
究
し
、
提
案
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、「
地
図
上
に
あ
る
地

域
の
面
積
を
測
れ
」
な
ん
て
課

題
が
出
た
ら
、
き
っ
と
定
規
を

手
に
途
方
に
暮
れ
て
い
た
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
先
生
か
ら
水
を

利
用
し
、
体
積
か
ら
面
積
を
導

き
出
す
方
法
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
と
き
は
、
ま
さ
に
発
想
の

転
換
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち

た
気
分
だ
っ
た
。
学
生
の
時
こ

ん
な
教
わ
り
方
だ
っ
た
ら
、
数

学
嫌
い
に
は
な
ら
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
。

　

今
、
七
瀬
の
ご
自
宅
で
開
く
、

研
究
会
に
参
加
し
て
く
れ
る
人

を
募
集
し
て
い
る
。
現
役
、
退

職
者
に
か
か
わ
ら
ず
、
算
数
、

数
学
に
携
わ
る
人
が
対
象
で
、

テ
キ
ス
ト
等
の
実
費
負
担
の
ほ

か
は
会
費
は
無
料
。
先
生
へ
の

連
絡
先
は
e
メ
ー
ル kyukio

@
aioros.ocn.ne.jp

ま
で
。（

川
）

日本の文化書道書道を学ぶ
　10月９日、書道文化の普及と市民相互の交流を目的として、書道
如水会（太田舛次会長）と中央公民館共催で新市合併記念交流イベ
ント「書道講習会」を開催しました。講師の信州大学教育学部教授
で日展審査員の市澤静山先生は、書道の基本となる筆の持ち方や筆
の運び方、また、様々な筆使いや筆法の特徴について実技を交えて
講習されました。受講者は、大型スクリーンに映し出された先生の
筆運びに目を凝らしながら新たな筆使いに挑戦し、その場で書き上
げた書を市澤先生に見ていただき、指導を受けました。受講者の中
には、「いくつになっても先生から花マルをもらうのはうれしい！」
と、顔をほころばす年輩の受講者の姿も見られました。

大勢の受講者が熱心に耳を傾けていました大勢の受講者が熱心に耳を傾けていました

講習中は直接指導していただける機会もありました講習中は直接指導していただける機会もありました

演劇演劇をたのしむ
　10月30日中央公民館で、まんが日本昔ばなしの語りで
おなじみの常田富士男さんによる一人舞台「わたしの戦
後－世話になった爺さん－」が行なわれました。この演
劇鑑賞は、通常開講している高齢者大学の公開講座とし
て開催したもので、当日は高齢者大学受講生のほか、一
般の方々や家族連れ約250人が来場。開演とともに会場内
は常田さん独特の柔らかな語り口と歌の世界に包まれ、
あたたかくゆるやかな時間が流れ、物語の、そしてどこか
懐かしさのある“常田富士男の世界”にひきこまれました。

独特の笑顔とユーモアを交え演じる常田富士男さん独特の笑顔とユーモアを交え演じる常田富士男さん

栗
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先
生
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ど
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な
お
そ
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受講生募集

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら北部公民館から

■高齢者大学
　高齢者の皆様の心身の健康、充実した生活と生きが

いを創造していただくため、下記のとおり開講します。

お気軽にご参加ください。

日　時　12月６日～平成18年２月21日まで毎週火曜日

　　　　（全10回）　午後１時～午後２時30分

場　所　北部公民館 研修室（和室）

受講料　無料

申込み　11月30日(水)までに北部公民館へ

＜今年度の予定＞

①12月６日　 「人生この世に残すもの」

　　　　　　 元中野市立図書館長　芳川 公勇　先生

②12月13日　 「心の健康」（仮題）

　　　　　　 カウンセラー　木村はつ子　先生

③12月20日　 「みんなで歌おう心の歌」

　　　　　　 うたごえコーディネーター  神谷 有子　先生

④１月10日　 「食育を考える」（仮題）

　　　　　　  長野県食生活改善推進協議会長　原 楫 先生

⑤１月17日　 「絵手紙との出会い」

　　　　　　 イラストレーター　市川 典子　先生

⑥１月24日　 「自分の健康を自分でつくろう」

　　　　　　　～健康体操・体操術等～

　　　　　　 長野県短期大学助教授　張 勇 先生

⑦１月31日　 「高井地方の草相撲」

　　　　　　 元志賀高原ロマン美術館長　徳永 泰男　先生

⑧２月７日　 「いのちって素晴らしい」

　　　　　　 長野県短期大学助教授 杉山 英子 先生

⑨２月14日　 「笑って歌って健やか人生」

　　　　　　 西箕輪公民館長　城取 茂美　先生

⑩２月21日　 「老いを考える」（仮題）

　　　　　　 元長野市教育長　奥村 秀雄　先生

■ 「晋平さんをしのび歌う会」会員募集
　郷土が生んだ作曲家中山晋平の2000曲余りの童謡、
歌謡曲、新民謡の数々や季節の歌などを楽しく歌い合
う会です。晋平さんの懐かしいメロディーを共に歌い、
心の交流を図りましょう。
日　時　毎月第３金曜日(毎月１回）
　　　　 午後７時30分～午後８時30分 （冬期は午後７時～）
会　場　北部公民館 会議室
指　導　八代京子さん(壁田)、小林晴美さん(田上)
参加費　無料（ただし、楽譜代等は実費負担）
申込み　随時受付しています

■豊田童謡唱歌を歌う会「すみれ会」
　　＆ 晋平さんをしのび歌う会 交流会
　歌うことが大好きな２つの合唱団による交流会です。
音楽を通じた楽しい交流を計画しています。
どなたでもご参加いただけます。
日　時　11月19日(土) 午後２時～午後３時30分
場　所　豊田文化センター
参加費　無料
申込み　11月14日(月)までに北部公民館へ

■男の料理きほん塾
　“男子厨房に入らず”は古い言葉。今は男性も女性
も厨房に入る時代です。魚の下処理などが学べ、料理
を通し自分の才能が再発見できるかもしれません。お
気軽にご参加ください。なお、ご自宅で取れた野菜、
釣った魚をお持ちいただいても構いません。
日　時　11月29日(火)､12月13日(火)､26日(月)､
　　　　１月10日(火)､24日(火)､２月７日(火)
　　　　（全６回）　午後６時30分～午後８時30分
場　所　西部公民館 料理教室
講　師　元割烹店主　出川 茂夫　先生
定　員　料理に関心のある男性20人（女性の方もお
　　　　供でお越しいただいても結構です）
受講料　無料（ただし、初回材料費のみ1,000円）
持ち物　エプロン、頭巾、包丁（お持ちの方のみ出刃
　　　　包丁、 洋包丁）、 大き目のふきん、 持ち帰る容器
申込み　11月25日(金)までに西部公民館へ

■高齢者大学
　生きがいをもってこそ生まれる人生の楽しさや豊か
さ････。趣味や勉学、健康と仲間づくり。自己表現は
いくつから始めても遅くはありません。今年も盛りだ
くさんのメニューを用意して皆さんをお待ちしており
ます。第１回目の講座は下記のとおりです。
日　時　12月９日(金) 午後１時30分～午後３時
場　所　西部公民館 会議室
演　題　「死ぬまで元気で」　～元気で生きてコロリ
　　　　　と死にたい。それには方法が… ～
講　師　飯山赤十字病院 副院長　古川 賢一　先生
定　員　なし　　　受講料　無料　　　

開催のお知らせ

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

受講生募集
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今月の伝言板

受講生募集

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ２- ２ ６ ９ １　㈲２ ０ ６ ９ １

ホームページもご覧ください
ht tp : / /www. c i t y . n akano . n agano . j p / kom inkan

■しめ縄づくり講習会
　古来より伝わる正月飾りのしめ縄の“大黒締め”
と“ごぼう締め”の作り方を学ぶ講習会です。伝
統的な民俗文化が学習できるよい機会ですので、
ご家族などでご参加ください。
日　時　12月16日(金) 午後６時～午後８時
場　所　中央公民館 講堂
講　師　大宮　誠吉　先生
定　員　20人
受講料　無料(ただし、材料費として500円)
持ち物　花ばさみ
申込み　11月14日(月)から中央公民館へ

■第29回中野市婦人のつどい
　今年度の「第29回中野市婦人のつどい」は、音
楽と心の健康についての講演を行ないます。身も
心もいやされる音楽による心の健康をいっしょに
考えませんか。どなたでもお気軽にご参加くださ
い。お子さんも一緒にご参加いただけます。
日　時　11月26日(土) 午前10時～午前11時30分
場　所　中央公民館 講堂
演　題　「音楽による心の健康講座」
講　師　飯山中央幼稚園 副園長
　　　　　山�　浩　先生
受講料・申込み　不要
その他　託児はございません

■2005国際交流のつどい
　外国出身者、 国際交流に携わっている団体、国際
交流に関心のある市民の方々が、各国の紹介など
を通じ、相互理解と親睦を深めていただくための
交流会です。どなたでもお気軽にご参加ください。
日　時　12月18日(日) 午後５時～午後７時30分
場　所　中央公民館 講堂
内　容（予定）
　　　　・日本語教室の学習成果発表

内　容　カタクリの会の木彫り作品の展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

木彫り 作品展

11月の展示コーナー

開催のお知らせ

　　　　・各国の言葉で歌おう　
　　　　・参加団体からの出し物
　　　　・ゲーム、交流親睦会　など
参加料・申込み　不要

■中野地域成人式
　社会の一員としての輝かしい門出を、市全体で
お祝いします。
日　時　平成18年１月８日(日) 午前10時～正午
　　　　　※日程等の詳細は後日ご案内します
場　所　中野市民会館ホール
対　象　中野地域（旧中野市）の新成人

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

＊＊＊新成人の皆さんへお知らせ＊＊＊
　対象となる新成人の皆様には、12月中にご案
内をお送りします。ただし、市内に住民登録し
ている方に限ります。
　市外に住民登録を移されている方で、式典へ
の出席を希望される方は、中央公民館へご連絡
ください。

　あなたもパソコンを使ってみませんか？
　パソコンの基本的な使い方やイン
ターネットの使い方などの相談に、
専門の指導員がお答えします。
お気軽にお出かけください。
●日　時　原則として毎週月曜日
　　　　　（祝日を除く）
　　　　　　午後１時30分～午後４時30分
●場　所　中央公民館２階 パソコン室
●定　員　６人　　●料金･申込み　不要

ご利用ください！

パソコンふれあいサロン

みんなに会えるのが待ち遠しい！みんなに会えるのが待ち遠しい！
（写真は成人式実行委員の皆さん）（写真は成人式実行委員の皆さん）



　昭和36年初夏、平野地区のリンゴ園に起こった一事
件を通じ、正義を貫く子どもたちの生き方を描いた児
童教育映画「リンゴ畑の四日間」を上映します。
　この映画には、当時の平野小学校５年生がキャスト
やエキストラとして出演しています。現代における教
育問題を考える内容であると共に、撮影された40年前
の旧中野市平野・高丘地区を中心に写された農村風景、
旧豊田村上今井地区を走る蒸気機関車の映像がお楽し
みいただけます。
日　時　11月12日(土) 午後６時30分～午後７時30分
場　所　西部公民館 多目的ホール
入場料・申込み　不要

■文化講演会
　ノーベル化学賞候補になった先
端科学技術“カーボンナノチュー
ブ”がもたらすこれからの社会変
革と私たちの豊かな生活、また、
研究生活を振り返り、子どもたち
の遊び、学習、夢をもつことの意
味についてお話いただきます。
日　時　11月20日(日) 午後２時～午後３時30分
場　所　豊田文化センター ホール
演　題　「創造力を育む」
講　師　信州大学工学部教授　遠藤 守信　先生
対　象　中・高校生以上　　受講料・申込み　不要
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今月の伝言板

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４
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■西部公民館文化祭 映画上映会

　「リンゴ畑の四日間」
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中 野 市 豊 田 公 民 館
℡３ ８ - ２ ９ ２ ２

お問合せ先

開催のお知らせ 開催のお知らせ

≪今月号の表紙の写真≫ 斑尾高原の紅葉
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　なかの21市民講座では、21世紀に足を踏み入れた今、いかに生きるべ
きか足元から課題を見つけて問い深めていくことを目標にしています。
　そして今年、“緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち”を目指す新
中野市が発足しました。この“緑豊かなふるさと”には、自然と共に暮
らすことの中に、幸福で人間的な生き方を求める中野市民の願いが込め
られています。 そこで今回は、 「人の暮らしと自然環境」について学び考え
合う講演会を計画しました。大勢の皆様のお出かけをお待ちしています。

講　師

日　時

会　場　中野市中央公民館 講堂
入場料　無料（どなたでもお気軽にお出かけください）

 内  山 　
うち やま

 節  先生
たかし

12月11日(日) 午後１時30分～

 主な著書
　『自然と人間の哲学』
　『子どもたちの時間』
　『時間についての十二章』『自由論』

『山里の釣りから』（以上 岩波書店）
『森にかよう道』『貨幣の思想史』
『里の在処』（以上 新潮社）

内山　節　先生
1950年東京生まれ｡哲学者｡立教
大学大学院教授｡ＮＰＯ法人「森
づくりフォーラム」代表理事｡ 
群馬県上野村の山村に農地と森
林を持ち、東京との間を往復す
る二重生活を送る｡現在、信濃毎
日新聞文化面に、哲学の構想力 
｢仕事｣をめぐって（毎週土曜日
掲載）を執筆されている。
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なかの21市民講座講演会
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